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P A R T N E R S  E Y E

チヨダウーテ株式会社は、1948（昭和23）年に厚形スレートを製造する会社として三重県四日市市で創業。その後石膏ボー
ドの製造を始め、現在5工場体制で全国に石膏ボードを供給しています。2022年には、世界屈指の総合建材メーカーであ
るドイツのクナウフ（Knauf）グループに所属し、時代に合わせた製品開発と、石膏ボードの日本市場でのさらなる発展を
目指しています。近年は地球環境問題など社会的課題に向き合い、CO2排出量削減と廃材を利用したリサイクル製品づ
くりを積極的に進めています。

持続可能な社会を目指して
環境に優しい石膏ボードをつくる

廃石膏ボードのリサイクル
　石膏ボードは日本では1921年に初め

て製造され、防火性、遮音性、断熱性

に優れ、寸法が安定しており施工もし

やすいことから、建物の壁や天井に広

く使われています。当社は1955年か

ら石膏ボードの製造販売を開始し、さ

まざまな製品を開発してきました。

　近年重点的に取り組んでいるのが廃

石膏ボードのリサイクルです。戦後に

建てられた建物の多くが寿命を迎える

にあたり、解体現場での石膏ボードの

廃棄量は年々増加し、現在年間約150

万トンの廃棄量が、20年後には300万

トンになると言われています。埋立処

分場の残余容量がひっ迫することは明

らかです。その受け皿として廃石膏の

原料化が課題となっていました。

　当社は約10年前に㈱トクヤマと共

同で㈱トクヤマ・チヨダジプサムを設

立。独自の技術を用いて石膏ボードの

リサイクル事業を展開しています。

100％廃石膏からつくられた
「サーキュラーせっこうボード」
　昨年6月、世界初の100％リサイク

ル石膏を原料とした「チヨダサーキュ

ラーせっこうボード」を発売し、つい

にボード toボードを実現しました。

　製造時の熱源にはバイオマスボイ

ラーを利用し、製造工場では再生可能

エネルギー由来のグリーン電力を採用。

その結果、CO2排出量を大幅に削減し、

石膏ボード製造時は実質ゼロカーボン

を可能にしました。見た目は変わりま

せんが、当社の「せっこうボード」は

原材料と製造時のCO2排出量削減の

両面から環境に配慮した材料となって

います。

　「サーキュラーせっこうボード」の

発売当初の販売価格は1,325円／㎡で

したが、量産体制が整い、今年5月に

は1,100円／㎡に見直しました。最近

では非住宅物件での採用事例も増えて

きています。

　また、当社と森ビル㈱、内装を手掛

ける㈱船場、㈱トクヤマ・チヨダジプ

サムで連携し、廃石膏ボードの活用の

共同実験も行っており、「サーキュラー

せっこうボード」を使ったリサイクル

のスキーム構築も進めています。

　これらをきっかけに、100％リサイ

クルの価値が拡がることを期待してい

ます。

機能性石膏ボードも多数用意
　さまざまな機能を付加した石膏ボー

ドも多数用意しています。

　「さわやかせっこうボード」は珪藻

土を含み調湿効果があり、高断熱住

宅での結露を防ぎます。「スキュータ

ムボード」は鉛を使用せずにＸ線を遮

蔽。医療施設で採用されています。「耐

力ボード」は耐力壁としても使用でき、

木質材料の代わりに選んでいただく例

も増えています。その他、グラスウー

ル断熱材や曲面施工が可能なセメント

ボードなども取り扱っています。

　当社では会社と社員の結びつきを大

事に考えて、社員がやりがいを持って

働けるように社員同士がコミュニケー

ションを取る時間を大切にしています。

これからも課題と向き合い、ビジョンの

実現に向けてチャレンジしていきます。

 www.chiyoda-ute.co.jp

チヨダウーテ ㈱ 常務取締役  平田一久 氏

石膏ボードの製造販売を中心に、その他建材の開発・製造・販売を行う。

本社事務所　三重県三重郡川越町高松928番地　TEL：059-363-5555（代）   FAX：059-363-5553

東京支店　　東京都台東区寿3丁目 14番 1 1号 蔵前チヨダビル6階　TEL：03-6635-1650    FAX：03-5828-2860

全国に製造拠点は5ヵ所（室蘭、千葉、四日市、貝塚、下関）、営業拠点は 15ヵ所ある。

「サーキュラーせっこうボード」の採用事例、㈱東急Re・デザイン様「用賀オフィス改修プロジェクト」

https://www.chiyoda-ute.co.jp
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関東甲信越支部長
渡邉太海

支 部 長 挨 拶

2024年度の主な課題と取り組み

られているのでしょうか？ 登録建築家、統括一級建築
士、APECアーキテクト、一級建築士　さまざまな違い
を一般の人は知っているのでしょうか？ 

　来年の全国大会千葉では、公益社団法人の JIAが取り
組んでいる活動がどのように社会貢献しているか、建築
家と市民が協働することにより良質な社会が実現してい
ることを伝えたいと思います。
　そして「建築家」がどのような職業で、どんな志を持っ
ているのか、どのような経験、実績、資格を持ち、どの
ように継続的な勉強をしているのか、わかりやすく社会
に伝え「建築家」の職能の確立を一層進めたいと思います。
建築家資格制度の今後について
　JIAの定款第6条に正会員は「職業理念に基づいた建築
家憲章、倫理規定、行動規範を遵守し、専ら建築設計業
務を行い、一級建築士の免許登録後5年以上設計監理業
務を行った〈建築家〉とする。ただし、本会入会後5年
以上を経過した正会員2名以上の推薦を得なければなら
ない。」とあります。また、「建築家憲章」には、「JIA正会
員は建築家憲章のもとに集う〈建築家〉です。」とあります。
　これらを読むと一般的に使われている〈建築家〉のな
かで上記の条件を満たした人が JIAの正会員ということ
なので、JIA正会員以外にも〈建築家〉は存在し、この〈建
築家〉はどんな人なのか知りたくなります。
　日本建築家協会が掲げている「建築家」と一般的に使
われている〈建築家〉はどこが違い、〈建築家〉の定義は
何か？ このことが建築家の資格や職能を語るうえで重
要だと思います。本年度から新しい資格制度を推進する
特別委員会が本部で立ち上がりました。JIA内部だけで
なく外部団体の声を聞きながら進めていきます。途中経
過の報告や意見交換の場を設け、支部内での議論が活発
になるよう努めます。
ぜひJIAの活動に参加を
　皆さまの協力なしでは支部は成り立ちません。JIAに
入っただけでは何も得るものはありません。ぜひ活動に
参加しましょう。また時 「々JIA定款」「建築家憲章」「倫
理規定」「行動規範」を読み返し、JIAの目的や JIAが掲
げる建築家について一緒に考えていきましょう。

　関東甲信越支部長として2期目を迎えます。ここ2年
の課題を少しでも前進できるよう、執行部とともに支部
運営に邁進します。本年度の活動計画は総会資料等で示
していますので、直近の主な課題についてお話しします。
持続可能なJIAになるために
　公益社団法人移行から10年間で全国の JIA正会員は約
1,000人（25％）減少しました。関東甲信越支部は正会員
の約7割が60歳以上です。地域会の中には、代表や会計
の選任ができず、活動が止まっているところも出てきて
います。やむなく何年も同じメンバーで活動を行い、活
動がマンネリ化・サロン化し若手が入りにくいという声
も聞きます。東京都内の地域会に属する会員は減り、最
初から地域会に入っていない会員も多数います。少ない
人数の中で全国大会などの担当になると何ヵ月も仕事が
できない、全国の支部からも悲鳴が聞こえてきています。
　公益社団法人化から10年経過し、これまでと同じ活
動をするのに正会員数や予算は足りているのだろうか？
規定に縛られ、正会員しかできない役務を見直すべきで
はないか？ 持続可能な活動のための仕組みはどうした
らよいのか？ 皆さんの声を聞くアンケート等を実施し、
実態を把握し、今後の方針を考えていきたいと思います。
JIA建築家大会2025千葉にむけて
　JIAの定款第3条に、JIAの目的は「建築家の職業理念
に基づいた基準を遵守し、建築家の資質の向上と業務の
進歩改善をはかることにより、建築・地域・環境の保全
と創造及び建築文化の発展に貢献し、公益に寄与する。」
と書かれています。
　JIAは公益のための取り組みを毎年さまざまな形で
行っていますが、一般の人にどこまで伝わっているので
しょうか？ そして一般の人が助けてほしいということ
に対して私たちはどこまで耳を傾けているでしょうか？ 

市民の声を聞くにはもっと地域に根差した活動ができる
ような体制が必要ではないでしょうか？
　諸先輩から JIAに入会した時、これで一人前の建築家
になれたと感動したとの話も聞きます。今はどうでしょ
うか？ 若い人が JIAに入会する動機は？ 建築家と名乗
ることに抵抗はないのか？ 一般の人からどのように見
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常 任 幹 事 会 か ら の 報 告

関東甲信越支部 
理事・副支部長
安川　智

支部総会・会員集会を終えて

指し、2003年8月に任意団体として発足、現在に至るま
でさまざまな活動を行っている。
　建築基準法と建築基本法（試案）の比較において、建
築基準法は、「建物の安全性や衛生面などの最低限の基準
を具体的に定めた法律であり、個別の建物やプロジェク
トに直接適用される」のに対し、建築基本法（試案）は、「社
会における建築のあるべき姿、実現されるべき価値を明
らかにした上で、関係者の責務（果たすべき責任と務め）
を明確化し、その社会的価値を実現する上で、役割分担
の合意および建築にかかわる法体系の整備を前提とす
る」と書かれている。2011年2月の『日経アーキテクチュ
ア』に特集記事が掲載されているが、現状法制化されて
いない理由や背景は確認することができなかった。
　一方、先日6月8日に開催された建築基本法制定準備会 

2024年度総会の議事録（公開）によると、今期活動計画に
おいて「JIAなど建築関係諸団体と連携した議員連盟の支
援内容について検討する」との記載がある。新資格制度
を推進する上で他団体連携は重要であり、社会の期待に
応え質の高い建築を実現する共通の目的に向けて、相互
に意見交換ができることを期待したい。
おわりに
　「資格制度はJIAの永遠のテーマだから……」。会員と
の冗談混じりの会話で耳にすることがある。会員の中に
もさまざまな意見があり、JIA単独で解決できる話でも
なく、業界団体との議論や見解の統一も必要である。ま
た当然ながら社会のニーズがない限り、議論は水の泡と
なるであろう。「永遠」とは時間を超越して変わらないこ
とである。「新資格制度」の実現に向けて、JIAに求めら
れているのは「永遠」ではなく「変化」だと感じている。

　2023年秋号から全4回にわたり、支部活動を会員の方
に伝える「活動報告」を担当した。また同時に「新資格
制度」について、議論の場を広げ、理解を深めていただ
くために「建築家資格制度を考える」を寄稿した。
　6月26日の本部理事会において2期目を迎えた佐藤尚
巳会長のもと、新体制がスタートした。JIAの重要施策の
ひとつとして「新資格制度を推進する特別委員会」が発足
し、私自身も委員の一員として末席に連なる機会を得た。
「新資格制度」の議論が新たなステージに移行することを
期待し、ここに報告する。
5/29「総会・会員集会」
　建築家会館本館1階ホールにて支部総会が行われ、総
会定足数の確認後、各議案および報告事項が承認された。
　総会後の会員集会のテーマは「JIA全国大会を考える
～2025千葉大会に向けて」。今年11月の2024別府大会
に続いて、2025年は関東甲信越支部が千葉地域会や実行
委員会の協力を得て、千葉での開催を予定している。実
行委員会を代表して水越英一郎氏が、近年の全国大会の
現状と課題を分析、見直しのポイント（①開催意義の再
確認、②開催費用や協賛金の見直し、③開催日程と企画
の見直し）について説明。慣例的な大会ではなく、持続
可能な大会運営をモットーに、会員だけではなく一般の
方や学生にも参加を呼びかけ、広く社会への発信する大
会としてさまざまなプログラムを検討中であることが伝
えられ、大会実現に向けた有意義な議論の場となった。
6/28「新資格制度を推進する特別委員会（第１回）」
　「新資格制度を推進する特別委員会」は、慶野正司氏
（前副会長・前支部長）を委員長に、各支部長、職能・
資格制度委員会、他団体からは建築士会、日事連の各副
会長が名を連ねる。過去に幾度もの議論が繰り返された
が、新たな資格制度実現に至らなかった経緯を理解しつ
つ、新たな一歩がスタートしたことを実感している。
関連トピック「建築基本法（試案）」について
　「建築基本法」という言葉をご存知だろうか？ ChatGPT

の力を借りて調べてみると、建築基本法制定準備会（会
長 神田順/東京大学名誉教授）なる団体があり、大学関
係者や建築実務者等の有志により建築基本法の制定を目 �「特集�建築基本法、始動」『日経アーキテクチュア』2011年2月25日号
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しめき合い、飽和した状態に感じられた。
　私たちが問題にしたことは、何を残し、何が変わるの
かということである。NPOたいとう都市歴史研究会によ
る調査の結果、4棟（江戸長屋、明治棟、つなぎ棟、戦前棟）
は歴史を引き継ぐ上で重要な建物であるという位置づけ
がなされた。それ以外の建物を解体することで、敷地の
中に空地が生まれた。4棟の建物は、時代ごとの架構形
式を備え、架構に刻まれた痕跡からは建物の履歴を感じ
ることができる。私たちは、痕跡の残る架構を「永く残
るもの」、その他の仕上げを「変化し続けるもの」と位置
づけ、これを基本構成とした。
　また、敷地の中に生まれた空地には、既存架構を手掛
かりに、新設の鉄骨フレームを延長した。新設鉄骨の仕
口は、既存木造架構が当時の技術の粋を集めてつくられ
たように、現代的な技術でこそ実現できる無垢鉄の切削
仕口による嵌め込み形式とした。それぞれの既存木造建
物が時代ごとの技術の粋を集めた仕口によってできてい
ることと同様に、新設鉄骨の仕口も現代的な技術でしか
実現できないものとすることを考えた。柱・梁をシンプ
ルに組み合わせる構成は、機械加
工による許容誤差0.01mmの精緻な
ディテールによって実現されている。
建物は設計者より長く存在する。そ
の意図は、人ではなく物を媒介して
後世に残っていくものである。でき

すでにあるものの関係を更新し、動的な状態をつくる
　全ての建築はさまざまな関係性の中にあるということ
を、最近あらためて考える。どこまでが全体で、どこま
でがその一部なのか。例えば、新築の設計の場合、敷地
境界線を意識することが多い。一方で、それは便宜的な
境目であり、実際は一繋がりの街区であり、まちの一部
である。何もない更地につくるように思っても、そこに
は隣り合う建物や道があり、常に何かと関係し合っている。
　既存の建物がすでにある場合がリノベーションという
ことになる。その場合、読み込むべき対象がはっきり
していることから、否が応でも関係性に対しての解像度
が高くなるが、扱おうとすることは大きくは変わらない。
新築／リノベーションという枠組みは、関係性をつくる
という点において、連続的な関係にあるはずだ。新旧は
二元的な関係ではなく、多元的であり、変化し続けるも
のだと捉え、その一断面を設計しているではないか。最
近はそう考えるようになった。
　では、本稿のテーマであるリノベーションとは何を設
計対象にしているのか。それは、すでにあるものの関係
性を更新することであるように思う。生物学者の福岡伸
一さんが言う動的平衡は、「生命は代謝しつづけることに
よって持続する」という概念だが、建築においても、動
的な関係性がある状態が重要なのである。
　私たちが事務所を構える、東京都台東区上野桜木／谷
中エリアは、戦災を逃れて歴史的資源が今も多く残って
いる。それらをただ保存して残していくということでは
なく、動的な関係性を生み出していくことを目指してい
る。具体的なプロジェクトを通じて考えてみたい。

花重／架構の律と変化し続けるもの
　150年続く老舗の花屋「花

はなじゅう

重」の改修である。私たちが
最初に訪れた時、明治期につくられた登録有形文化財の
店舗以外は、使われなくなった建物で埋め尽くされてい
た。長い時間の中で堆積された物やさまざまな痕跡がひ

動き続ける関係をつくる

歴史的建造物のリノベーションを通して

2024年度テーマ

これからの建築家を考える 特 集

MARU。architecture
高野洋平

台東区谷中にある老舗の花屋「花重」

新設鉄骨の仕口
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てしまえば見えない仕口だが、物の成り立ちを未来に伝
える役割を担うであろうと考えた。
　鉄骨フレームは60mmの無垢材でできている。これは、
既存木造柱の105mm、120mmといった寸法体系とは別
の自律性を備えている。無垢材の鉄は時間の中で徐々に
錆びていく。木が時間の痕跡を残すのと同様に鉄も時間
の痕跡を残していく。
　花重の建築は、このような時代ごとの架構のアンサン
ブルでできている。それぞれの架構は自律的でありなが
ら、関係し合っている。架構は、いわば音楽の楽譜のよ
うな律を全体に敷いている。その隙間には、さまざまな
ものが入り込んでくる余地がある。
　時代ごとの建物を横断するように、さまざまなエレメ
ントを重ねた。家具や置床、植物、布は、架構の隙間で
自由に振る舞うものと位置づけた。寸法体系を持った架
構の律を骨格として、変化しつづけるものとしての振る
舞いが生まれる。
　これらの横断的エレメントは、今回の改修によって設
計されたものでもあり、その後に加わっていくものでも
ある。改修が終わってから1年の時が過ぎた今、その変
化を少しずつ感じている。鉄の錆色は少しずつ赤みを帯
び、緑とのコントラストが美しい。家具に生けられた花
や鉄骨フレームと絡んだ庭の植物は、通りから内部、庭
への横断的な繋がりを生み出している。新しく設えられ
た家具は、そこここに人が過ごす場をつくっている。改
修後は、どこかまだ緊張していた関係が、やわらかい関
係を持ちつつある。

桃林堂／心の情景が繋がりながら変化していくこと
　花重の改修が終わった頃、思いがけず事務所から徒歩
3分の老舗和菓子屋「桃

とう

林
りん

堂
どう

」の改修の依頼をいただいた。
数十年の歴史を持つ桃林堂は、増改築を重ねながら今に
至る。原型となる建物は、母屋とゆったりとした前庭を
持っていた。その後、店舗を営むにあたって、必要なス
ペースが足されたり、間取りが変化し続けてきた。

　興味深いのは、このような数々の変化が加えられてき
たにもかかわらず、桃林堂は、多くの人にとって変わら
ない印象を持ち続けていることである。
　では、桃林堂らしさとは何か、と考えた。それは、人
それぞれの心の中にある風景のようなものではないか。
それは、ある人にとっては建物の佇まいであり、ある人
にとっては内装の印象であり、ある人にとってはお店の
雰囲気であるかもしれない。私たちはそれらを、かたち
ではなく、言葉で記述することから始めた。言葉は、心
の中の情景を含んだものとして記述される。それは人そ
れぞれ違うものだが、どこか重なり合う部分がある。そ
の重なりが変わらない印象を生み出す。
　私たちが手掛けた改修設計は、変わらない印象を維持
しつつ、空間や物の関係を少しずつ整えていくような行
為であった。それは表れとしては前景化されない。しか
し、まちとの繋がりや、光
の入り方、人の居方、といっ
たことが明らかに変わった
ことは、皆が感じているこ
となのである。

関係性の中にある建築
　2つのプロジェクトは、建築の表れ方は異なるものの、
新旧を二元的な関係ではなく、連続的な時間軸で捉える
ということにおいて、共通して考えることが多い。
　モダニズムが目指したことは、当時の時代的閉塞感を
打ち破り、新しい自由を獲得することであった。そして
人々に受け入れられ世界中に広がった。それは、現実と
切り離されたある種のユートピアのような世界として受
け止められたかもしれない。私たちはそのイデア的な世
界の中に夢を見る。しかし、その中では、さまざまな関
係性が省略されてきたのではないだろうか。
　私たちが生きる世界はさまざまな関係性に溢れている。
まずはそれらを直視することからはじめ、関係性を開い
ていくことがこれからの建築にとって重要なのである。

特 集 これからの建築家を考える　歴史的建造物のリノベーションを通して

改修設計を行った和菓子屋「桃林堂」

左：戦前棟より庭を見る
右：新設鉄骨フレームによるテラス
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藩主鍋島直正によって再建された。御殿は、明治維新後
も残り、師範学校などに使われてきたが、徐々に取り壊
された。それでも、藩主の居室である「御

ご

座
ざの ま

間」は昭和
32年（1957）まで残り、小学校の裁縫室などとして使わ
れてきた。校舎拡張に伴い取り壊されることとなったが、
幸いにも、「御座間」は移築され、近隣の公民館（南水会館）
として活用されてきた。
　長年の検討の結果、本丸御殿を復原･再建し、佐賀城
本丸歴史館として活用することとなった。敷地には、鯱

しゃち

の門（国重文）が残るものの、御殿の建物は残っていない。
当時の本丸御殿の一部である旧「御座間」（南水会館）に
再び戻ってきてもらうことが、復原の信頼性を高める最
重要課題となった。
　昭和の南水会館移築時の棟札には、大工棟梁山田梅雄
の名がある。再移築のための解体工事を進めるなか、山
田さんは連日のように立ち会い、公民館のために改造し
た部分など、当時の状況を詳しく教えてくださった。
　野地板を外すと、棟木まで達する野

の

隅
すみ

木
ぎ

が現れた。屋
根は入

いり

母
も

屋
や

だから、野隅木の上半分は必要ない、変だ。
当時の図面や古写真を見直すことで､ 謎が解けた。当初
は､ 寄棟屋根で一部に2階屋が取り付いていた。明治時
代以降、2階屋が取り壊されたときに、形を整えるため
に入母屋屋根に変更された。その時当初の寄棟屋根を尊
重して、長い野隅木が残された。さらに、南水会館への
移築に際しても、その状況が維持された。そこには、不
要だから取り外す､ ではなく、創建当初の建物や職人に
対する敬意が感じられる。時代を越えて職人の心が繋
がっている。

天井を外す室内設計への疑問
　乱暴な言い方から始めることを、お許しいただきたい。
近頃、古い町家の天井を外し、小屋組や電気配線を露出
した室内設計の居酒屋を目にすることが多い。私はこの
ような設計に違和感を感じ、納得がいかない。最初にこ
の町家を建てた大工たちは、天井を張って小屋裏を隠そ
うとした。それを無礼にも暴いて……、そんな思いが去
来する。

復原設計とは
　私は、歴史的な建築の保存･修復さらに復原設計に長
年取り組んできた。復原設計にはさまざまなパターンが
ある。歴史的な建築を調査･修復する過程で、建築当初
の様相が明らかになり、そこへ戻す場合がある。旧粕谷
家住宅（都文化財）では、享保８年（1723）と建築年代が
判明し、類例が少ない当時の姿に復原した。福岡城下之
橋御門（国史跡）では、痕跡から平屋を2階建てに戻した。
西方寺本堂（横浜市文化財）では、鉄板屋根を茅葺きに
戻した。出島和

オランダ

蘭商館（国史跡）では、当時の模型が残っ
ていた。現在取り組んでいる福岡城潮見櫓（国史跡）は、
藩主菩

ぼ

提
だい

寺
じ

に移築されていた櫓を原位置に戻す。
　いずれの復原事例でも、遺構建物や部材痕跡、発掘、
文書、図面、絵図、絵画、模型、古写真などあらゆる史
料を分析し、歴史に忠実な、精度の高い復原を目指すこ
とは言うまでもない。

隅木を残し歴史を伝える―佐賀城本丸御殿―
　佐賀城本丸御殿（県史跡）は、天保９年（1838）に十代

時を越え想いを繋ぐ復原設計

波多野純建築設計室
日本工業大学名誉教授

波多野 純

佐賀城本丸御殿復原　玄関･式台 南水会館解体　野隅木が棟まで伸びる 入母屋を外し寄棟の野垂木を確認
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花頭窓に納まる大成殿―足利学校―
　「坂

ばん

東
どう

の大学」と呼ばれ、フランシスコ･ザビエルなど
によってヨーロッパにも紹介された足利学校（国史跡）。
国宝級の書籍を多数所蔵する。また、寛文８年（1668）に
建設された大成殿（孔子廟）が残り、孔子像・小

おの の

野 篁
たかむら

像・
徳川家康位牌が祀られている。
　足利学校は、大成殿の隣に、堀に囲まれて玄関・方
丈・庫

く

裡
り

・書院をはじめ、裏門・衆
しゅう

寮
りょう

（学生寮）・土蔵・
木小屋などが建ち並び、南北に庭園が造られていた。主
要建物は、宝

ほう

暦
れき

4年（1754）の落雷により焼け落ち、幕
府の支援で再建された。そのため、当時の図面や仕様書
が、足利学校と幕府の文書を引き継いだ内閣文庫の双方
に残っている。仕様書には、

御祈祷所方丈　桁行九間　梁間五間半　但屋根萱葺
刈立厚三尺、屋根下三重小屋出シ桁作リ、軒高壱丈　　　
六尺、軒出五尺、此坪四拾九坪半、外西南北三方に　　　
くれ縁付、幅三尺長延弐拾弐間半　　

　　　　　　　　宝暦五年『足利学校雷災後普請仕様書』
とある。これだけでも正確に読みこなすのは大変である。
「くれ（榑）縁」は、長さが22間半、幅3尺とある。もし
1間＝6尺なら「幅半間」と書いたはずである。とすれば
1間は6尺ではないことになる。さまざまな情報を総合し、
1間＝6尺3寸であることを解明した。軒出･軒高はどこ
の寸法だろうか。現代の建築基準法の定義とは異なるは
ずである。近世では、柱真、礎石の天端から茅

かや

負
おい

の外
と

角
かく

（屋根茅を支える横材の外側下端の角）までを測る。
　仕様書は、再建までの間に何度も修正された。庫裡の
奥に建つ書院は、庠

しょうしゅ

主（校長）の住まいである。その屋
根は茅葺きで計画されたが、栗の割板による板葺きに変
更された。八畳2室からなり、「上之間」には、床の間・
違い棚・付書院がある。仕様書には「付書院　地板槻

けやき

、
花頭口、小障子四本建、欄

らん

間
ま

松
まつ

皮
かわ

菱
びし

」と詳しい。この付
書院ができあがり、障子を開けてみてびっくりした。大
成殿の屋根が、花頭窓にぴったりと納まるのである。こ
れは偶然ではない、意図した設計だと確信し、時代を超
えて、当時この建物に取り組んだ人々の想いが伝わって
きた。

モダニズムと大仏様
　鎌倉時代初め、大仏様が中国から導入された。さらに
鎌倉時代後期に、禅宗様が伝えられた。大仏様は、モダ
ニズムの建築家と相性がいい。丹下健三の東京計画、菊
竹清訓の京都国際会館コンペ案など枚挙に遑

いとま

がない。柱
と貫
ぬき

からなる明快な構造と意匠表現が直裁的に結びつき、
正直であるからだろう。大仏様では、天井を張ることが
少ない。浄土寺浄土堂の上昇感のある室内は、天井を張
らず、構造と意匠の一致により成立した。
　同じ時期、伝統的な和様も、技術的な革新を遂げる。
野小屋と桔

はね

木
ぎ

である。下から見上げる化粧垂木と屋根を
支える野垂木を二重構造とし、その間に天秤状の桔木を
入れて、大きな軒を軽やかに出す。ゴシック建築のリ
ブ･ヴォールトも同様で、重厚な構造を隠し、細いリブ
が軽やかに天井を支えているように見せかける。まさに、
トリッキーである。
　モダニズムは正直な建築である。構造･機能･意匠の
一体化は明快であり、納得しやすい。つねに合理的な説
明を、正義として要求する。トリックはない。そこにモ
ダニズムの危うさ、正義はひとつしかないという、原理
主義的時代相も隠されている。とは言え、天井を外す室
内設計に、モダニズムの真摯な覚悟はあるのだろうか。

歴史的な建築の保存･修復･復原と責任
　私は､ 歴史的な建物の保存･修復･復原に取り組むと
き、自分は無知である、何も知らないと思い知らされ、
また何も知らないと自覚するようにしている。復原は、
正確な根拠なしには許されない。年輪年代学やC14（放
射性炭素年代測定法）など新たな調査方法が開発されて
きた。あの時、部材を残しておけばと、悔やまれる事例
も少なくない。建物の痕跡を読み詰め、基本史料に立ち
帰り、再構築し、当時の人々の想いに一歩でも近づくよ
うに努力している。それがおもしろく止められない。
　文化財指定されていない建築なら、天井を外し構造を
現すなど自由に改変していいのだろうか。この建築の歴
史的価値や魅力を、未だ発見していないだけかもしれな
い。一度､ 立ち止まっていただけると嬉しい。

足利学校復原　方丈･玄関･庫裡 書院 付書院　花頭窓に大成殿が納まる　　

特 集 これからの建築家を考える　歴史的建造物のリノベーションを通して
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建築リノベーションの手法と視点
その1 「減築」

　既存建物の一部を解体して階数
を減らす、あるいは床面積を減ら
す「減築」は、リノベーションな
らではの手法です。建物の荷重を
軽減して耐震性能を向上させたり、
床を撤去して吹抜空間を設けたり
する場合に採用されます。さらに、
空調負荷を軽減させ、ダイナミッ
クに内部環境を改善させた事例もあります。
　その一例が、撤退した大型商業施設を、市役所を中心
とした複合施設へ再生した「テラス沼田」（設計：プランツ
アソシエイツ）です。地上7階建て、延べ面積2万4066㎡
の建物を、建物中央の床を上下に貫く形で撤去し、内
部に光や風が通り抜ける大きなアトリウム空間を創出
しました。外壁を後退させることで空間に変化をもたら
し、同時に空調負荷の軽減も得られました。「減築」によ
り、工事費は建替えの半分に抑えられ、確認申請手続き
も用途変更のみで済むという利点もありました。
その2 「痕跡」

　機能や目的に合わないも
のを新築では無駄として排
除しがちですが、リノベー
ションでは、「痕跡」として
新たな空間に取り入れ、魅力を引き出すことが可能です。
　例えば、「博報堂ケトル」（設計：Open A）では、赤坂の
料亭という場所性と歴史性を利用し、リノベーションに
より創造性を促す空間が生まれました。かつての灰皿は
室名サインに生まれ変わり、肘置きは逆さまに取り付け
られて本棚に変身し、木製建具は机に再生されるなど、
遊び心あふれるオフィス空間が形成されています。社員
や来客が円になって打ち合わせをするラウンジのために、
料亭特有の小部屋の壁は大胆に円状にくり抜かれていま
す。段差が残るなど、現代的なオフィスに求められるバ
リアフリー空間ではありませんが、「痕跡」を残すことで
不便さを越えた創造性を促す空間が生まれています。

　JIA再生部会（関東甲信越支部）では、建築リノベーショ
ン事例に特化した建築情報データベース「建築リノベー
ションアーカイブ. com」を昨年4月に立ち上げました。
リノベーションという言葉に厳密な定義はありませんが、
我々は、「リノベーション」を、建物の歴史を残しつつ現
代の用途に適応させる行為ととらえ、幅広い建築を対象
に手を加えることで生き生きと使い続けられている事例
を収集しています。
　現在、日本ではつくっては壊しを繰り返す「フロー型社
会」から、既存建物を長く使い続ける「ストック型社会」
への転換点に立っています。建物の歴史を大切に継承す
るのか、無残に打ち捨ててしまうのか、我々はその選択
を迫られています。リノベーションは、これまで歴史的
に価値があると評価されてきた建物だけでなく、戦後の
一般住宅やビルなど、これまで歴史的価値評価の範疇に
入っていなかった建物も生き生きと使い続けるためのひ
とつの手法と考えています。リノベーションの内容は多
種多様で、建物ファサードだけを保存したものから、悪
条件を逆手にとって豊かな空間を生み出した事例までさ
まざまです。既存の建物を使い続けるためにはどのよう
な手の加え方があるのか、ここが建築家の腕の見せ所です。
　我々はまず、建築リノベーションのデザインにはどん
な可能性があるのか？をテーマにデータベースをつくり
始めました。立ち上げ時点では50事例から始まり、今
年の7月末時点では166事例まで増加しました。国内
135事例、海外31事例が含まれます。事例はキーワード
や場所などから検索可能で、オープンソース方式を採用
し、一般の方からの投稿も可能です。
　当初は掲載基準なども曖昧でしたが、これらの作業を
通じて、我々が思わず写真を撮りたくなるような建築リ
ノベーションの特徴が少しずつ明らかになってきました。
建物に刻まれた数々の記憶や、そこで繰り広げられた
人々の物語を感じ取ることができるのは、リノベーショ
ンならではの味わいではないでしょうか。そうした設計
には新築とは異なる手法や視点があり、建築家の職能と
しての活動範囲も広がりをみせています。これらの点の
一部について、事例を通して紹介していきます。

Website「建築リノベーションアーカイブ.com」
から見えてくるもの

JIA 再生部会
柳沢伸也

JIA 再生部会
桐原武志

テラス沼田� （撮影：吉田誠）

博報堂ケトル�（撮影：フォワード楠瀬友将）

建築リノベーションアーカイブ.com
https://renovation-archive.com
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特 集 これからの建築家を考える　歴史的建造物のリノベーションを通して

その3 「挿入」

　既存の建物を転用したり
補強したりする際の「挿入」
も、リノベーション特有の
設計手法です。この場合、
新たに挿入するものは素材
や形を変え、新旧の対比を際立たせるのが一般的です。
　例えば、国宝に指定された「旧富岡製糸場西置繭所」
（設計：文化財建造物保存技術協会）は、できる限り操業時
の姿を残しつつ、1階内部に構造体を兼ねたガラスボッ
クスの閲覧室を挿入しました。挿入部分には現代の素材
である鉄とガラスを用い、既存の木と漆喰との対比を
行っています。文化財の建物としては、保存と活用を融
合した大胆な介入です。
　また、広島県尾道市の
「ONOMICHI U2」（設 計：

SUPPOSE DESIGN OFFICE）

では、倉庫の大空間の躯体
を残しつつ新しい床を加えることで、ホテルを含む商業
施設に転用しています。床の挿入により歴史を継承しな
がら建物内部に路地空間が形成されました。内装には古
民家や造船の街にちなんだ木材、モルタル、スチールが
使用され、小さな空間の連続と路地空間はまるで古民家
が密集する尾道の街の雰囲気を醸し出しています。新旧
の素材を巧みに組み合わせることで、既存の建物に新た
な魅力を付加し独自の空間を創り出すことが可能です。
その4 「補完」

　歴史的文化遺産の活用に
は、「補完」が多く用いられ
ます。これまで保存に重き
を置いてきた歴史的文化遺
産も、平成31年の文化財
保護法改正により「保存と
活用」の視点が盛り込まれ、文化財の価値を遵守しなが
ら現在に活かすリノベーションが求められています。
　「京都市京セラ美術館」（設計：青木淳・西澤徹夫）では、
歴史的な美術館の姿を後世に残しながら、正面広場を斜
路状に掘り下げ、地下に新たな玄関が設けられました。
これにより雨天の際の待機場もでき、美術館に必要な快
適なレストランやショップも配置され、既存の課題が解
決しました。さらに現代ニーズに適するよう、屋根の葺
き替えやタイル補修、機械設備の更新および現代美術展
示室や収蔵庫の増築なども行われ、機能や空間が補完さ
れました。増築部分は控えめなデザインが採用され、外
観には大きな変化がないように図られています。

広がる建築家の活動と責務
　リノベーションに積極的に取り組む建築家の活動を見
ると、その分野が広がっていることが分かります。例え
ば、「テラス沼田」を設計したプランツアソシエイツの宮崎
浩氏は、「不良債権になった建物を限られた予算の中いか
に活用していくかは、建築家の社会的な責務」（『日経アー
キテクチュア』2019年6月27日号）と述べています。宮崎氏は
提示された条件やプログラムを鵜呑みにせず、自ら調査・
分析し代替案を検討するコンサルタント的な立場にまで
踏み込んで建物を設計することの重要性を強調しています。
　また、「DIG IN THE DOMA」を設計し、自ら施工も
行うランチアーキテクトは、施工段階で現場の状況や施
工者の意見を求め、柔軟に対応しています。そのため、
設計図面には未定の空白部分を残し、現場で決定すると
いう方法を採用しています。新築とは異なり、リノベー
ションでは解体してみないと分からない部分が多々ある
ため、設計段階では決めない「余白のある図面」が描か
れるようになりました。現地で様子をうかがうと、設計
が施工の領域に踏み込むことで創作の自由度が広がり、
新たな可能性を感じました。
　このように、リノベーションは事例ごとに異なる解決策
が求められ、建築家は単なる設計者の枠を越え、幅広い知
識と多様な役割が求められます。新たな視点と柔軟な対応、
そして密接なコミュニケーション等が必要ですが、同時に
リノベーションには新しい建築の可能性が広がっています。

再生部会の活動について
　再生部会は、東日本大震災の際に文化庁の文化財ドク
ター派遣の初動を担い、また、東京弁護士会歴史的建造
物部会と協働で「既存建築を使い続けるための諸制度見
直し研究会」を立ち上げ、建築基準法3条1項「その他
条例」の普及や促進に努めてきました。さらに、本部部
会時に作成した「未来に残したい20世紀の建築」リスト
は日本建築学会のデータベースと統合され、現在、文化
庁の近現代建造物緊急重点調査事業（建築）の基礎デー
タとして使われています。
　現在は、大橋智子部会長のもと、近現代建造物を中心
に価値ある建物の保存活動について情報収集し、保存再
生を支えている制度について勉強会を行っています。建
築を使い続けることの重要性を社会へ訴え、より豊かで
美しく安全な都市と建築の具現化を目指しています。「建
築リノベーションアーカイブ. com」の取り組みも再生部
会の活動の一環です。再生部会は関東甲信越支部に所属
していますが、全国からどなたでも参加可能です。ご興
味ある方はぜひお問い合わせください。

富岡製糸場�� （撮影：加藤純平）

ONOMICHI�U2� （撮影：柳沢伸也）

京都市京セラ美術館� （撮影：桐原武志）

■再生部会は、部会員を全国から広く募集しています！ぜひお問い合わせください。contact@renovation-archive.com
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　令和5年度、神奈川地域会では昨年度より進めてきた
「タウンアーキテクトを求めて」という活動の枠組みの
中で、①まちあるき②建築フォーラム③建築祭（シンポ
ジウム、学生卒業設計コンクール、会員活動展ほか）④
こども空間ワークショップなど、という大きく4つのイ
ベントを軸に活動を進めてきました。
　①まちあるきでは、7月に東日本橋のコワーキングス
ペースなどを見学。11月には関内地区の4つの建築事務
所を巡り、それぞれの活動を通して地域で活躍する建築
家像を浮き彫りに。そして3月の建築祭中には横浜国立
大学の菅野裕子さん（都市イノベーション研究院特別研
究教員）による関内・馬車道地域における歴史的建造物
の解説付きツアーを実施しました。②建築フォーラムで
は、12月に赤松佳珠子さんをお招きし、「学校建築のこれ
から」と題して、今学校建築が地域とどのようにつなが
るべきか、ICT導入の効果など、その新たな役割につい
て講演いただきました。後半のシンポジウムでは飯田善
彦さん、八板晋太郎さん、柳澤の3名が横浜市で竣工し
た小学校のレビューを行い、さらに横浜市建築局の寺口
達志課長（公共建築部学校整備課）をお招きし、建築家
と発注者双方の立場で学校建築の難しさと可能性を議論。

　「第35回 JIA神奈川建築WEEKかながわ建築祭2024」
は横浜市役所アトリウムを会場に卒業設計コンクール、
JIA神奈川会員活動展、シンポジウム、まちあるき＆レ

会場には60名を超える方々が参加されました。
　③神奈川地域会の恒例で、最も力を注いでいる建築祭
が昨年度も行われました。横浜市役所アトリウムをお借
りして3日間、パブリックな空間での開催となりました。
初日には若手建築家4名をお招きし、「『みんなの家』っ
て何だろう、これからの公共のあり方を問う」と題し
て、今若い建築家が何を考えて地域や社会の中で建築を
つくっているのか、「みんなの家」という活動を通して熱
く語っていただきました。60名近くの来場者の中には学
生も多く、若い世代の関心の高さがうかがえました。最
終日の「神奈川県7大学1専門学校卒業設計コンクール」
では各校からの選ばれた25作品を4人の建築家審査員
が一人ひとりの作品を見て回り、1次選考、2次審査を経
て、金銀銅賞、審査員特別賞が選ばれました。2次審査
では選抜された学生らがアトリウムに設置された大きな
スクリーンに自身の作品を映し出し、一般の方も学生の
プレゼンテーションに聞き入っている姿が印象的でした。
その横で行われていた地域会会員による活動展には「い
いね」シールを来場者に貼ってもらい、最高得票作品を
表彰する「シチズンアワード」を初めて試みました。そ
の他、こども空間ワークショップでは、横浜市役所で開
催された「よこはま建築ひろば」をはじめ、地域の小学
校などに会員が出向いてファシリテーションし、地域の
お子さんや親御さんと“建築する”という行為を通して
交流を深めました。上記さまざまなイベントに協力くだ
さいました関係者の皆様に感謝申し上げます。

支 部 活 動 紹 介

第35 回 JIA 神奈川建築 WEEK　かながわ建築祭 2024

地域の中の建築家〜いま「みんなの家」を考える

開催日：�2024年3月1日（金）〜3月3日（日）
会　場：�横浜市役所アトリウム

 神奈川地域会 11 代代表

　柳澤　潤

神奈川地域会
2023年度を振り返って

クチャーを開催しました。公共の中心的な存在である横
浜市役所アトリウムでかながわ建築祭を開催できたこと
は意義深く、来場者は600名を超えました。
　シンポジウムでは大西麻貴氏、百田有希氏、近藤哲雄
氏、久山幸成氏を迎え、「みんなの家（東日本大震災の復
興時に建てられた建築家ら有志による地域住民等が集ま
る施設）」における公共的意義について考察。具体的に
は令和6年1月1日に発生した能登半島地震における地

 建築祭実行委員長

　井上雅宏

建築祭 2024 を終えて

かながわ建築祭 報告
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厳しさを味わいながらそれでも建築をつくり続けた我々
は負けるはずはない、という確たる自信の表れを感じま
した。
　近い将来、わたくしは観客として、建築の形体に対す
る力強いアプローチに臆せず挑み、かつ建築を成り立た
せるための揺るがない考えをベースにした勇者が現れ、
建築家である審査員たちの熱い議論を見てみたいと思っ
ています。建築家が全力をもって評価する作品が現れた
時、脱帽した彼の背中に、規制社会というこの鬱屈した
時代の先にある設計者の本当のものづくりが見えてくる
と思うからです。
　今年度も横浜市役所アトリウムを会場に建築祭を開
催する予定です。1年間の活動をもって、来年の建築祭、
そして学生の門出ともなる卒業設計コンクールへ向かっ
て、今年度の活動を邁進していきたいと思います。

今回の会場となった横浜市役所アトリウム
� （写真：TERAKAWA写真事務所（JIA神奈川個人協力会員））

シンポジウムの様子�（写真：TERAKAWA写真事務所（JIA神奈川個人協力会員））

 司会・モデレーター

　田井幹夫

「『みんなの家』って何だろう。
これからの公共のあり方を問う」

シンポジウム

域復興や地域社会のあり方について議論しました。JIA

神奈川は2022年度から「タウンアーキテクト」をテーマ
に地域社会のあり方とそこに供する建築家の職能につい
て考察を重ねており、復興も含めた今回の議論は地域を
再考する糧を見つけ出す考察に結び付いたと考えていま
す。
　また、「まちあるき・レクチャー」では横浜国立大学の
菅野裕子さんをお招きし、横浜市中区馬車道・関内周辺
に残る歴史的建造物を見学しました。これらの建物は関
東大震災後に建てられ、当時の建築家が施した設計手法
が横浜の街並みを形成しています。風景として溶け込ん
でいるこれらの景観を生み出す建築家による設計は、地
域の価値、地域文化を創り出していると実感しました。
　第35回をむかえる「神奈川県7大学1専門学校卒業設
計コンクール」では、地域に根差して経年をふまえた建
築の変化を示唆する提案（山田伸希さん（横国大））が金
賞、「井戸を掘る」という自らの手でインフラ整備する提
案（髙部達也さん（慶応大））が銀賞に選ばれました。
　近年の大卒コンの傾向として単一の構想力で建築をく
み上げるものは消滅しており、すべての作品が局所的・
他律的となっています。審査員長の福島加津也氏は、「今
年も僕らを超える作品はなかった。今後10年私も建築
家として安泰であり今日も安心して帰れる。どうもあり
がとう」と苦笑交じりに総論を述べましたが、この総論
は極めて示唆的だと感じます。高度成長社会から規制社
会へ後退し続ける背景がありながら、実社会において建
築は極めて構築的な職能であり、それを抜きに営むこ
とはできません。「君たちにそれができるのですか」、と。
さらには、働き方改革というぬるま湯で育った者たちに、

　東日本大震災の後、伊東豊雄氏が『みんなの家』とい
う心の拠り所のような場を提唱し、建築家によっていく
つか計画されたことは記憶に強く残っています。しかし、
その後は……？　今回のシンポジウムでは、『みんなの
家』を設計してきた大西麻貴氏、百田有希氏、近藤哲雄氏、
久山幸成氏、当会代表柳澤潤に話を伺うことで、『みんな
の家』に関わる意味、そこに見出された「公共性」、そし
て今後が垣間見えました。「家とは身体の一部である」「建
築とは人間そのもの」「個々の側に立つ」「求められてい
るから作る」など、意味深い言葉が投げかけられ「公共」

の本質、そしてこれからが示されたように思います。さ
らに、今年初めに起きた能登半島地震のレポートが大西
氏からありました。我々建築家に何ができるのか、この
大きな問いかけに、ヒントとなる言葉が散りばめられた
会でもありました。

第 35回 JIA神奈川建築 WEEK　かながわ建築祭 2024
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　JIA神奈川は会員の建築家約200名、法人協力会員50

社、会友（神奈川地域会の会員組織）2社の多くの仲間と
ともに活動しています。会員展へは正会員、協力会合わ
せて32団体の皆様に出展いただき、建築をめぐり、設計、
デザイン、建築技術、まちづくり、歴史的建造物への取
り組みなど、多彩な内容が市民へ紹介されました。今回
はシチズンアワードと題し、来場者の方々に ｢いいね！
シール｣ を貼っていただくことで投票を募りました。32

団体それぞれに ｢いいね！シール｣ が貼られ、来場者の

皆様のお気持ちが作品へ添えられました。来場者アン
ケートにも来場者が参画できることへの評価があげられ、
来場者とともに学び合える展示会となりました。

最優秀賞　 小泉アトリエ「野毛山動物園なかよし広場（ふれ
あいコーナー／休憩棟／トイレ）」

準優秀賞　 田村設計「一般流通無垢木材を構造材とした中学
校武道場」

シチズンアワード
（JIA 神奈川会員活動展）

AWARD

　神奈川県7大学1専門学校の25名の学生が各校の代表
として出展し、力強いメッセージが込められた模型・パ
ネルが展示されました。アトリウムの大空間に並ぶ作品
からは圧倒的な迫力が広がり、一般の来場者からも大き
な関心が寄せられました。
　審査会では審査員長の福島加津也氏、JIA新人賞を得

られた畑友洋氏、高野洋平氏・森田祥子氏ら4名の建築
家が自らの建築に向かう姿勢を明快に述べた上で、特に
テーマの独創性や新たな問題提起をしている作品につい
て活発な議論が交わされました。
　そのなかで、金賞を山田伸希さん（横浜国立大学）「布
置を解く」、銀賞を髙部達也さん（慶應義塾大学/環）「み
んなでPersonal Water Networkをつくる」、銅賞を髙橋
梨菜さん（関東学院大学）「まちを癒して」が受賞。金・
銀賞の2人は全国大会へ進出し、2作品とも三次審査ま
で選ばれ、山田伸希さんは審査員賞「前田賞」を受賞さ
れました。

担当

担当

伊藤立平

高橋隆博

八板晋太郎

仲亀清進

神奈川 7 大学 1 専門学校
卒業設計コンクール

卒業設計コンクール

シチズンアワード展示風景�（写真：TERAKAWA写真事務所（JIA神奈川個人協力会員））

ンテンポラリーズ）について、プロポーザル案や基本計画、竣

工に至る経緯が報告されました。またこの3校では設計者によ

る合同検討会が開かれ、ペアガラスや空調・換気・断熱仕様など、

標準設計にはない設備が導入されたことも説明されました。

　第三部では、横浜市建築局公共建築部学校整備課長の寺口達

志氏を迎え、横浜市の学校建築の現状について、参加者も交え

てディスカッションをしました。学校建築の標準設計のあり方

が大きく取り上げられ、実状と標準設計の乖離が指摘されつつ

も、横浜市では300校以上の学校で改修の必要がせまられてお

り、それに対してどのように取り組むべきか、議論は教室、什器、

校舎、さらに地域社会などに広がりました。行政の運営と現在

の生徒たち、学校指導要領など学校建築をめぐる課題はさまざ

まであり、その課題は地域や実状に応じて日進月歩のごとく変

化しています。各々の解決には、制度よりも丁寧な対話の蓄積

から、学校建築や地域社会に適した公共建築の姿が表れるので

はないでしょうか。本フォーラムでも幾度と「議論の場」という

言葉があげられました。弊会では今後も学校建築、公共につい

て議論し、考察していきたいと考えます。 （井上雅宏）

　JIA神奈川は2018年に学校建築の研究会を発足し、以来、勉

強会や講演会などを重ねています。学校建築は高度経済成長期

に急速な人口増加のなかで数多く建てられ、築50年ほどを迎え

た現在、建替えや改修が急務とされています。弊会では2018年

に柳澤潤代表、八板晋太郎幹事長、飯田善彦前代表の3名が小

学校（横浜市立）の建替え事業のプロポーザルに選定され、2023

年に3校ともに竣工しました。本フォーラムは、「学校研究会」の

1つとして2021年に実施した「建築フォーラム2021」に続いて、

竣工した3校の報告を含めて行いました。

　基調講演には赤松佳珠子氏を招聘し、学校建築の各地の取り

組みをお話しいただきました。「流山市立おおたかの森小中学校、

おおたかの森センター、こども図書館」「立川第一小学校　柴崎

学習館  柴崎学童保育所」等、生徒たちの活発な活動を生み出す

設えや、学校建築を通じた地域との繫がり、また長野県のNSD

の取り組みについてもお話しいただきました。

　第二部では、先の3名が、2023年に竣工した横浜市立都岡小

学校（八板建築設計事務所）、横浜市立汐見台小学校 （Archiship 

Studio（前 飯田善彦建築工房））、横浜市立上菅田笹の丘小学校 （コ

建築フォーラム 2023 テーマ：「学校建築のこれから」　  2023年12月16日  関東学院大学
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　今回の講師の勝亦優祐 氏 と丸山裕貴氏（勝亦丸山建築計画）

は、とても現代的で若手建築家を先導するスタンスで街に入り

込み、実績を上げています。というのも、勝亦さん、丸山さん

はまずそれぞれに拠点を持っていらっしゃいます。勝亦さんは、

拠点を富士市吉原商店街の廃墟ビル 1棟を改装し（マルイチビ

ル）、最上階のシェアオフィスに構えています。そして丸山さん

は、今回訪れた日本橋馬喰町の問屋ビルを改装し、SOHOとした

SANGOを拠点としています。そして、2拠点ともが事業計画も

含めた企画運営に関わっていて、極めて柔軟で積極的なタウン

アーキテクトの新たな姿勢を示してくれていると感じました。

　東日本橋の「江戸通り」「清州橋通り」「清杉通り」を三辺にし

たような三角形の一帯は、江戸時代から続く問屋街で小規模の

　第6回のまちあるきは、関内に集中する建築家のアトリエを見

学させていただく、貴重な機会を設けました。

　「関内」「黄金町」は多種多様な姿があり、みなとみらいのよう

に大規模な開発による地域に隣接しながら、双方は正反対の街並

みを形成しています。横浜市中区「関内」は戦後の接収解除とと

もに事務所・店舗・居住空間などを兼ね備えた防火帯建築をはじ

め、多くの建物が同時期に建てられました。しかし2000年代に

はそれらの建物の空室率は高く、街の空洞化が課題となりました。

また当時、「関外」と呼ばれる地域の1つ「黄金町」「日ノ出町」も課

題を抱え、「関内外」は横浜市の施策とともに再生を図ってきまし

た。2000年代後半から「創造都市」をテーマにクリエイターを誘

致する施策がとられ、空室となったビルなどへ建築家をはじめ、

多くのクリエイターの拠点が「関内外」に設けられ、またそのク

リエイター同士の繫がりも広がりはじめました。

　見学した「みかんぐみ」「コンテンポラリーズ」は築40年ほどの

ビルに入居し、「オンデザインパートナーズ」「アーキシップスタジ

オ（前 飯田善彦建築工房）」は築60年を超える防火帯建築に事務所

　横浜関内界隈は言わずと知れた歴史的都市であり、ふらっと歩

けば数知れずの様式建築に巡り合える場所です。講師の菅野裕子

さんと一緒に巡ることで、いかに街がその前の時代を引き継いで

風景を生み出しているのか、そしてそうであるべきであることを

実感することができました。横浜市役所アトリウムでのレクチャー

で、西洋建築史の基本である柱のオーダーなどの知識を伝授さ

れて街に出ると、その建築に表れる様式がいかに建設時の時代背

景を担い、さらに周辺建築との調和や対比を意識しているのか、

ビルが建ち並びます。だか

らこそ、地権者が多数にわ

たることもあり、大規模再

開発がしづらい状況とも言

えるでしょう。そこでUR

都市機構が英断して若手の

クリエイターたちに期間限定で街を変えていく企画を募集した

のが始まりです。おふたりが、元問屋ビルをSOHOという住み

ながら働くことができる場に変えたことは重要です。問屋街と

いう、営業時間以外人影がなくなる街に人を住まわせる、しか

も働きながら、という発想は周辺に似たような場を生み出すの

に十分な影響力でした。 （田井幹夫）

菅野さんの口からとめどなくこ

ぼれ落ちます。「街の風景にい

かに参加しているのか」がこれ

ら様式から読み取ることができ

ると菅野さんは言います。最後に訪れた「ホテルニューグランド」

は、目の前の山下公園が関東大震災の瓦礫で埋め立てられた場所

であり、その様式は復興や再生を表す「ルネッサンス」様式で建

てられた、というのは象徴的で感慨深いお話でした。 （田井幹夫）

ケーススタディ vol.5　日本橋横山町馬喰町問屋街第 5 回

ケーススタディ vol.7　関内・馬車道・海岸通りの歴史的建造物を巡る第 7 回

　　　　  ケーススタディ vol.6　横浜「関内」「黄金町」設計事務所巡り
見学事務所　みかんぐみ、アーキシップスタジオ、オンデザインパートナーズ、コンテンポラリーズ・アーキテクトカフェ・田井幹夫建築設計事務所・GEN INOUE（守谷ビル）
見学作品　　「黄金町エリアマネジメントセンター」が管理するスタジオ群

第 6 回

を構えています。日ごろ建築作品として見

知ることができる建築家のスタジオを実際

に拝見し、設計現場の裏側を見ることがで

きました。どのスタジオも一般的なオフィ

ス空間とは大きく異なり、空間自体が独創

的です。「オンデザインパートナーズ」は、

1階がイベントや展示等に使用できる場となっており、実は上階の

オフィスに繋がる穴のような抜け道もつくられていました。「アー

キシップスタジオ」は1階がライブラリーを兼ねたカフェで、建築

の書籍を自由に閲覧できる心地よい空間でした。「みかんぐみ」は

巨大な横引戸があり、空間をドラスティックに変えることができ

る仕掛けがありました。「コンテンポラリーズ」は3つ（2023年11

月当時）の事務所が1つの場を共同で使用しています。これらは建

築士事務所として閉じるのではなく、街に対してどのように接点

を設けるか、あるいは会社の中でチームがどのように関係性を持

つかを深く考えたつくりになっているがゆえに、常に時代を先取

りする作品をつくりつづけられるのだと感じました。 （井上雅宏）

かながわ・けんちく・アカデミー 2023 タウンアーキテクトを求めて　  ケーススタディ vol.5〜 vol.7

第 35回 JIA神奈川建築 WEEK　かながわ建築祭 2024

撮影：TERAKAWA写真事務所

「かながわ・けんちく・アカデミー」では、「タウンアーキテクトを求めて」をテーマに、年間を通してレクチャーや見学会を実施し、“地元に未来を託す建
築家像のあり方”を学んでいます。2023年度に行った第5回、第6回、第7回の様子をレポートします。
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中原崇志氏に聞く

情報を読み解きかたちにする

今回お話をうかがったのはミュージアムデザイナーの中原崇志さん。日本科学未来館や21_21 DESIGN SIGHTなどで開かれる、さまざまなジャン
ルの展覧会の展示構成やデザインを手掛けています。普段どのように仕事を進めていらっしゃるのか、また仕事をする上で大切にしていること
などをお聞きしました。

覗 い て み ま し た 他 人 の 流 儀interview

——	展示デザインの仕事はどのようなきっかけで始めら
れたのでしょうか。

　長崎の大学で建築を学び、卒業後は意匠設計に進むつ
もりだったのですが、地方大学出身ということもあって、
そのままアトリエに入っていいものか迷いがありました。
当時大阪に IMI（インターメディウム研究所）というジャ
ンルを越えて学べる学校がありました。美術史家の伊藤
俊治先生を中心に、建築家の吉松秀樹さん、現代美術
家の椿昇さんなどが立ち上げた学校です。もともとグラ
フィックや映像など建築以外のことにも興味があったの
で、卒業後まずそこに入りました。このときに椿さんの
作品づくりや、展覧会の手伝いをよくしていて、実践を
通して多くのことを現場で学びました。
　それから一度建築に戻り、有馬裕之さんの事務所で4、
5年住宅などの設計を経験しました。その後、以前から
交流があったデザイナーの方に声を掛けていただき、上
京して展覧会などの仕事を手伝うようになり、だんだん
単独で動くようになっていきました。今は私個人で受け
る仕事がほとんどですが、所属している会社は IMI時代
の同級生で運営しています。

——	展示デザインの仕事はどのように話がくるのでしょ
うか。また、中原さんの強みを教えてください。

　東京に出てきてすぐに、日本科学未来館（以下、未来館）
の展示のコンペに通りました。それ以降、未来館では展
覧会があるたびに展示デザインを決めるコンペに参加
し、実績を積んできました。ここ数年は21_21 DESIGN 

SIGHTの展覧会も担当しています。21_21 DESIGN 

SIGHTを手掛けるようになってから、いろいろな方が
声を掛けてくださるようになり、仕事が拡張しています。　
　私は、例えばこのグラフィックデザイナーと組みたい
とか、こういう映像作家と組みたいというように、チー
ム構成を自由に考えていきます。展示は空間だけではな
くていろいろな表現を駆使しながらつくるので、そうい
う自由さがあるのが私の強みかもしれません。それぞれ
の案件によって座組を変えながらやっています。

　進め方も、企画段階からグラフィックデザイナーなど
に入ってもらい、一緒にディスカッションしていくこと
が多いです。企画ブレストからみんなを巻き込んで、一
気に打ち合わせをしていく感じです。

——	仕事は具体的にどのように進めていくのでしょうか。
　展示は、いきなり設計に入る場合もありますが、リサー
チしてプランニングする場合も多いです。例えば美術作
品だったら、それをどう見せるかが出発点になりますが、
未来館での展示は、ある科学情報を人に伝える展示にし
なくてはいけません。研究者にしか分からないような専
門的なことを来場者にどう伝えるか。まず情報の読み解
きから始まり、それをどう形にしていくか、どういう空
間にするかを考えていきます。
　かける時間はプロジェクトによって異なりますが、1

年ぐらいかけてリサーチして徐々に形にしていくのが私
にとっては理想的です。

——	毎回扱うジャンルが異なると、広範な知識や好奇心
が必要になりますね。

　はじめは難しくて理解できないことも、それを形にす
るために議論をする時間がすごく面白いんです。
　奄美大島世界遺産センターでは、最初に環境省や専門
家の方々と世界遺産の森を歩いてフィールドワークをし、
植物や動物の情報を共有してもらい、その体験をもとに
展示コンセプトを「生命の賑わいを感じる繋ぐ」として
フィールド探索型のミュージアムにすることにしました。
　展示室に森を再現するのですが、動物によって活動す
る時間帯が異なるのに同時に見せてしまうと再現になり
ません。そこで、照明や映像を使って、30分に1回、24

時間時間が流れるタイムスケープがある空間にして、環
境が変化するようにしました。それから、実際森ではな
かなか動物に出会えないので、見つける感覚が得られる
ようにランドスケープやサウンドスケープも駆使しまし
た。生き物によって特性が異なることを感じてもらえる
ような工夫をしています。
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——	空間としてインパクトがあったり、印象に残るよう
なことも意識されているのでしょうか。

　インパクトというよりは、シーンを作っていく意識は
あります。2014年に未来館の企画展「トイレ？ 行っトイ
レ！～ボクらのうんちと地球のみらい」では、展示空間
に大きな便器があり、その中に入るシーンがあって、こ
れが当時SNSで拡散されて来場者が増えました。確か
にインパクトはあったのだと思いますが、これは排水や
下水道の問題などを、子どもをターゲットに楽しみなが
ら知ってもらえるように考えた展示でした。大きな便器
は表の世界から地下の世界に入るシーンの切り替えとし
て設置しました。
　この展示は入口は面白そうで入りやすいのですが、展
示を見た後は社会問題を持ち帰ることになる、未来館ら
しい、いい展示でした。

——	展示の建築設計とは大きく異なる点や、難しい点は
どんなところでしょうか。

　展示は形の検討ではなくてストーリー作りから始まる
ので、最初はそれに戸惑い、かなり苦戦しました。今は
小さなことをこつこつ積み上げて考えていく感覚で、ど
ういう体験を用意するかや、どうしたら伝わるかを検討
してから形に入っていくことが多いです。展示構成図と
いうものを毎回作るのですが、展示内容ひとつひとつが
どのような文脈で繋がっていくかを最初の段階で整理し
て図示化します。それが展示ストーリーや平面構成に繋
がっていきます。
　それから展示自体は、空間に高さがあるとすごく難し
いです。展示物は下にあることが多いので、高さ方向を
どう作っていくかは毎回悩みます。

——	仕事をするうえで大切にしていることを教えてくだ
さい。

　私はやはり建築設計を経験していることが大きくて、
目の前の展示のことだけ考えるのではなく、少し引いて
建築と展示を自然と結びつけて見ている気がします。領

域をあまり持ちたくないというか、空間としても体験性
を大事にしています。
　四国村で開かれた写真家の新

しん

津
つ

保
ぼ

建
けん

秀
しゅう

さんの展示では、
建築は細長い空間で、普通はその白い壁面に展示してい
くのですが、あえてそれを無視して通路の間にワイヤー
を掛けて、写真も民具も吊って、それをめくるように歩
くことでいろいろなシーンに出会えるようにしました。
　長野県立美術館でのファッションデザイナー黒

くろ

河
ご

内
うち

真
衣子さんのブランドの展覧会「10 Mame Kurogouchi」
では、展示室はフローリングなんですが、黒河内さんが
地元長野の風景の話をよくされていて、雪の結晶などを
見て作品を作ったりしているとうかがったので、そうい
う感覚を空間として再現したいと思い、床も全部白くし
ました。
　山陽新聞社の「さん太しんぶん館」は、展示室からガ
ラス越しに印刷工場が見えていて、そのガラスにグラ
フィックを入れることで、工場が展示物のように見える
ようにしました。まさに領域を越えて考えた例です。
　空間の中でそれがどう展開されていくかや、小さな情
報がどのように空間化されていくか、そういう意識は普
段から気をつけているポイントかもしれません。
　展覧会のために新しい技術を開発することもあります
が、完全にデジタルだけではつまらないので、どうした
らアナログ的な空間体験や身体的な体感性を付加できる
かは常に考えています。

——	貴重なお話をありがとうございました。

インタビュー：�2024年6月6日　中原崇志さんの事務所にて
聞き手：�渡辺猛・関本竜太・大塚浩子（『Bulletin』編集WG）

奄美大島世界遺産センター 日本科学未来館での企画展「トイレ？�行っトイレ！〜ボクらのうんちと地球のみらい」

中原崇志（なかはら  たかし）

ミュージアムデザイナー
建築アトリエ・有馬裕之＋Urban Fourthを経て、建築、インテリア、
ミュージアムデザインの分野で活動。主な実績に、「イヴ・サンローラ
ン展」「10 Mame Kurogouchi」の展覧会会場構成。「北九州市科学館」
「奄美世界遺産センター」などのミュージアムデザイン。受賞歴として、
日本空間デザイン賞金賞、SDA大賞・経済大臣賞、ADC賞など。

PROFILE
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廣部剛司

手が止まる
　「君、もう来年出しなさい」。
　卒業設計の提出1ヵ月ほど前に、指導されていた坪山
幸
ゆき

王
お

先生に言われた言葉。
　テーマは良いけれども、君の設定したコンセプトと建
築の形態が合っているとは思えない。というのがその理
由だった。レンゾ・ピアノ設計による関西国際空港の建
設が進んでいた時期だったこともあり、そこから船でア
クセスできる海上迎賓館をつくるという計画。海洋建築
工学科という学科の特徴からウォーターフロントでの計
画を推奨されていたこともあり、テーマの設定としては
明解だった。にもかかわらず、なぜ冒頭の言葉に繋がっ
てしまったのかというところには、その時抱えていた（そ
して今にもつながる）自分自身の葛藤に原因があった。
ある日、設計の道へと
　大学に入学したときには、まったく「建築家」を目指
してはいない学生だった。最初の授業で学校内を慣れな
い手つきでデッサンしながら「入る学科を間違えた」と
すら思っていたのだ。高校生の途中まではプロのギタリ
ストになることしか考えていなかった。良き指導者のお
かげもあり、音楽で生きていくことの厳しさを知ってか
らは、消去法的に理系に進んだ感じだった。しかし、2

年生になったばかりの頃、設計課題が自由に案を考える
ものに変化していくと、あるとき「これは音楽をつくる
ことに似ている」と感じた瞬間があった。そこからは一
気にのめり込んで、建築家の作品集を漁り、下手でもス
ケッチを繰り返し……という生活が日常になっていった。
書籍から得られる「建築」、実際に足を運んで得られる「建
築」。それに向き合うために本に目を落とし、空間を体
感するために旅を続ける。その向き合い方は、今に至る
まで変わっていない。
日本人であること
　学生時代の自分にとって、実は思いのほか高い壁と
なって立ちはだかったのは「日本」だった。古い日本家
屋で育った自分にとっては、その空間の持つ良さも、翳
りが生み出す畏れのようなものも五感に染みついたもの
だった。対して、モダニズムの軽やかな建築を知るにつ

れ、自分はその狭間でどう振る舞っていけば良いのかと
悩み始めたのだった。日本の近代建築史について調べて
いくと、西洋様式建築に日本風の屋根をかけたもの（い
わゆる帝冠様式）に行き当たる。折衷主義としては一つ
の答えなのだろうけれど、どうしてもこのやり方を是
とはできない自分がいたのだった。よりによって「国の
迎賓館」を設定してしまった卒業設計はその延長にある
戦いだった。だから坪山先生の「日本の様式を問うなら、
まず屋根を掛けなさい」という言葉に過度に反発してい
たのだろう、と今になると思う。扱いにくい学生でご苦
労を掛けたと思うけれど、真剣に向き合っていただいた
ことに、ずっと感謝している。
　結局、建築の形態としては直接的な和風の引用をでき
る限り避け、ヒューマンスケールで感じる空間のエレメ
ントとして、線的な要素の多い「和」のモティーフを入
れ込んでいった。
　とはいえ、悩んだ時間が長かった分、プレゼンテー
ションとしては消化不良だったと思う。そして、その葛
藤は芦原義信先生の事務所に勤めてからも、個人的な申
し送り事項のように続いた。
世界放浪の先に
　7年間の事務所勤務の後に、8ヵ月間の世界放浪へと
旅立つことになるのだが、それもいわば徹底して海外の
建築にふれることで、「日本人」としての自身を問い直す
ことでもあったように感じている。
　長い旅程を経てようやく「どんなに意識していなくて
も、どこかに日本人としての自分は残るだろう」という
気持ちに至った。そのとき初めて「独立して建築家を名
乗ろう」と思えたのだ。
　このほろ苦い卒業設計は、設計者として日々愉しみを
感じながら建築と向き合えている「今」に繋がっている。

1991年日本大学卒業

立ち位置を探して

卒 業 設 計 を ふ り か え る

卒業設計「逢坂迎賓館」　南立面図
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　小学生の頃、駒沢公園の近くに住んでいた。友だちと
作った草野球チームの早朝練習場が「駒沢公園・中央広
場」。管理事務所から学校へ毎週月曜日に苦情が来て先
生からは大叱責。それから10年、京都工芸繊維大学へ
入学。即、『街並みの美学』読書レポートが課され、建築
＋街並みの「学びの原点」となる。この伝統は今も続い
ているという。師・芦原義信氏とはこのような間接的で
運命的出会いがあった。
　大学4回生の夏休み、芦原建築設計研究所での1ヵ月
間のオープンデスクに臨む（3人参加）。当時芦原さんは
東京大学教授で夕方事務所に現れ、奥の方からサンダル
の音をペタペタ響かせ「さてぇ～、さてぇ～」と言いな
がら設計室に入ってこられる。僕は横浜の小学校の設計
チームで図面を描かせていただく。芦原さんが様子見で
優しく声を掛けてくれるも、緊張でまともに会話を交わ
せなかった。最終日前夜、芦原さんに「君たちはこれか
らどうしたいんだ？」と問われ、3人皆が入所希望表明。
「よし、明日1日課題で試験をしよう」となり、最終日朝
から8時間の設計課題に臨んだ。大きな邸宅の平立断面
図・透視図を描きあげ、夕方スタッフ皆の前でプレゼン
テーション。質疑・指摘が飛び交う中、芦原さんからは「図
面の中の人をもっと丁寧に描いて空間の雰囲気を表しな
さい」と。今でもスケッチでは人の雰囲気ある所作を描
いて検討するよう心掛けている。京都に戻り晩秋、ベニ
スのシンポジウムに出掛ける直前の芦原さんから1通の
直筆はがきが届く。芦研への入所許可の通知であった。
　7年間の修行時代が始まる。当時芦研は40人超の事務
所で、渋谷の同じビルに構造と設備事務所があった。芦
研には小さな食堂があり、芦原さんも一緒に食べて正に
「同じ釜の飯を食う」大切な場だった。打ち合わせはプロ
ジェクトごとのチームで行い、所長テーブルで繰り広げ
られる。芦原さんがコンセプトを提示するスタイルでは
なく、スタッフが検討する中で多様な計画可能性を示し、
討論しつつ案をディベロップさせていくスタイル。芦原
さんの言葉を的確に捉え、奥に潜んでいるイメージを読
み取らねばならない。1度だけ芦原さん自らが鉛筆でス
ケッチし、定規を使って図面を描く姿を目にした。それ

は「国会議事堂・両院正面玄関前の噴泉」の設計だった。
　入所後すぐ「横浜市民ホール・関内ホール」の設計チー
ムで設計に携わり、1年後には現場常駐の監理へ移行し
た。ある日芦原さんが現場確認に来られ、清水建設社長
と共に入場するや否や急に何かを拾って高級スーツのポ
ケットに。現場事務所に戻って「現場はいつも綺麗にし
ておかないと美しい建築はできないよ」と一言。たばこ
の吸い殻を掌に渡された。
　また横浜市都市デザイン室からは「ホール外壁タイル
を馬車道に合った茶色にしてほしい」と強い要望があり、
芦原さんに伝えると「設計通りに白いタイルを貼りたい
ね」と確執が生じかかった。至急白いカマボコ型タイル
の現物サンプルを特注製作して、この白色が街並みにな
ぜ適合するのか、外壁にサンプルをセットし誠意を持っ
て滾々と優しく説得・説明する姿には学ぶものを感じた。
仕事のプロセス、人とのコラボレーションを楽しむこと
も大切であることも教えていただいた。
　在籍時はいくつかの大きなプロジェクトに携わらせて
いただいたが、退所独立の時を迎える。芦原さんの叔父・
藤田嗣治の絵がある小さな部屋で独立を願い出る。しば
し沈思黙考、芦原さんから「う～ん、君は大器晩成タイ
プなのかなぁ？」と。未熟であることを自覚するも、師
の言葉で独立後の目標が覚醒される。愛ある別離の鞭と
自分に言い聞かせ、今も悶々と「晩成」目標に向け自己
研鑽の日々を送っている。
　数年後OB会幹事役になり、芦原さんご夫妻をお招き
して皆と笑顔で会食を楽しんだ。数日後、直筆の丁寧な
「お礼はがき」が届く。芦原さんのこのようなお気遣い
が嬉しく、今でも師の気持ちとはがきを大切にしている。

1983年〜 1990年 芦原建築設計研究所在籍

晩成に向け歩を進めて

わ た し の 師 

鹿
か

嶌
しま

信哉

幹事だった時の芦原義信ご夫妻を囲んでの芦原建築設計研究所OBOG会
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海 外 レ ポ ー ト

　地球上の28.8％を占める陸に建てられる建築たち、そ
の傍ら、残りの71.1％の海を堪能せずにこれまで世界中
のプロジェクトに携わってきた。しかしコロナ禍で国移
動に不自由を感じた頃から、海という残りの7割を堪能
する手段を発見した。そこから、地球を100％感じ取る
生き方を覚えた。

　2023年11月、パリ事務所のスタッフたちで札幌の北
8西1地区第一種市街地再開発事業・ONE札幌ステーショ
ンタワーのデザイン監修の現場入りのため事務所と現場
を転々としながら粛々と進めていた頃、突如ダイビング
仲間から、ノルウェーのクルーズに1人行けなくなった
ので、代わりに行けないかという話をいただいた。翌々
週の話だった。
　その方には申し訳ないが、僕にとっては数年先まで埋
まっていた船の空席情報という吉報。弊社は全員出社義
務がないため、リモートワークを世界中で各自好きなと
ころで家族や仲間たちと趣味を楽しみながら、本業の建
築家活動を続けている。僕自身も施主との対面と現場以
外は調整が付きやすい。急ではあったが調整し切った。
　11月は札幌、香港、マカオ、深圳、そしてまた札幌、
東京、石垣島、小浜島。石垣島・東京でただ荷物をピッ
クアップだけして、デンマーク・コペンハーゲン、ノル
ウェー・オスロを経由して、お誘いいただいたトロムソ
に現地集合した。そこから約2週間、ノルウェー海界隈
でクベーナンゲン湾を中心に圧巻のフィヨルドに囲まれ、
北上し、海の上に浮かぶ移動する建築での生活が始まっ
た。極寒の北極圏。北緯66度33分線の北側。極夜と白
夜の世界。季節的にもほぼ極夜に近く、日照時間は1時
間を切っていた。
　常に電波が通る状態をキープしたので、仕事には支
障なし。Webミーティングも通常通り難なくクリア。20

年前海外に出始めた頃、どれだけネット接続に苦戦した
ことか。どこでも仕事ができる分、どこでも仕事を意識
しないといけないデメリットもあるが、ノルウェー海の
船上でもこれがデフォルトになった時代、北極圏の海の
上でも通常通りの仕事が進む。

　今回乗船したクルーズ船という建築は、12名のゲスト
の個室、共有スペースとしてリビングダイニング、甲板、
サウナと露天風呂、トレーニングルームなどと、サービ
スサイドにキッチンや船長やシェフなど十数名の管理ス
ペースに分かれる。北極圏の11月は日照時間が1時間
もないので、船外での活動時間は日照時間前後も含めて
せいぜい2時間。その間の貴重な昼間をフィヨルドに囲
まれた海の上での生活を楽しみ、海の中へと潜りにいく。
　ここでの主な目的は、シャチとクジラとのスイムだ。
ウォッチングではなく共に泳ぐ。水中で共に泳ぐ経験が
できる場所は、世界規模で見ても非常に少ない。水温は
5度。気温はマイナス10度。晴れた日には朝焼けと夕焼
けが延々と続き、美しいピンク色の空が広がるが、もち
ろん雪嵐の日もある。そんな中でシャチやクジラを探し
続け、ドライスーツを身にまとい、共にスイムする。潜っ
ている時の方が出た後よりましで、海から出るとあまり
の寒さに肌が痛い。とはいえ船中は、全く問題なく薄着
で過ごせる。海上でも気密性・断熱性も高い。
　2023年の統計によると、住宅の気密性能基準は、世
界一がデンマーク、続いてオランダ、ベルギー、そして
ノルウェーと続く。その後も欧州が続き、日本は10位。
　なぜわざわざノルウェーの北極圏まで来て潜るのか。
北海道・知床などでもシャチはいるが、獰

どう

猛
もう

。知恵を持
つシャチは、氷上でくつろぐアシカを海の下から氷を砕
いて落とし、捕食する。ノルウェーのシャチは、ニシン
を主食としているため、ヒトや大型哺乳類を襲わない。
　大型のクルーズ船からは、積んである小型のクルーズ
船をクレーンで海面に降ろし、船外階段で海面まで降り
て乗り込む。オルカを発見すると、そこから海へエント
リーする。オルカやホエールと共に毎日1、2時間、地
球の71.132419045％の海を堪能する。

地球の71.132419045%の
海の上に浮かぶ移動する建築

堀内功太郎

フィヨルドに囲まれた海の中で迎える
朝焼けか夕焼けかわからない空

小型船に乗り込んで北極圏の海を探索
する冒険
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　船に戻り日が暮れるとランチタイム。Webミーティ
ングの合間に窓の外を眺めると、微かな環境光と共に迫
力あるフィヨルドが迎え入れてくれる。
　そして完全に日が暮れる。これからが北極圏の楽しみ、
ポーラープランジのスタート。極寒の海に水着1枚で飛
び込む。皆勢いで飛び込む。オランダのデルフトで運河
に飛び込んだ当時を思い出す。その後もウィーンのドナ
ウ川、パリのセーヌ川、真冬のカップマルタンの海。さ
まざまなところで藻にまみれ飛び込んできたが、ここ
までの極寒は肌が痛い。飛び込んだ後はデッキの露天風
呂、サウナと極寒のデッキを行ったり来たり繰り返しな
がら、フィヨルドに囲まれた吹雪の中、海の上を進み続
ける。何の光もない中で輝く星空、そして浮かび上がる
オーロラ。暑さと寒さを絶景の中で堪能する。このポー
ラープランジはこのクルーズ船だけのものだけではなく、
街中でも体験することができる。極寒の地の海に、そし
てその横にはやはりサウナが設置されている。
　サウナと言えばフィンランドのイメージが強いが、ノ
ルウェーでもサウナは根強い人気がある。海の上でも移
動しながらの景色を堪能しながらサウナに入ることがで
きるとは思っていなかったが、日常的にサウナのある環
境下であるお国柄か、違和感はなかった。

　船での生活の2週間。天空率の高い船上デッキから
オーロラを垣間見る。フィヨルドに囲まれた世界で眺め
るオーロラ。露天風呂やサウナに浸かりながら見上げる
緑や紫のオーロラ。最高だった。
　海の上を動く建築。ここに求められた最低限の機能は、
地球の28％の陸が求めるものとは異なる。71％が求める
海での生活スタイル。たった12人のためだけの、海上

の移動建築。
　最近は北海道のプロジェクトをやっていることもあり、
バックカントリーをしている。ノルウェーの北極圏に来
たなら折角だからとスノーボードをやってから帰ろう
と、船上での生活を終え、陸に辿り着いてから山へと向
かったが、トロムソの街にはスキー場やリフトというも
のが存在しない。まさかの何もない山でのバックカント
リーだった。スプリットボードで山を垂直に登り、頂上
で360度の北極圏のパノラマ景色を堪能する。パウダー
スノーの中、下界まで滑り降りる。日没と同時に登り始
めたため、街灯も何もない真っ暗な暗闇をただひたすら
登り、下界に広がる村の灯を目指して降りていく。
　オスロに戻り、定番のオスロオペラハウス（スノヘッ
タ、2007）や現代美術館（レンゾ・ピアノ、2012）など、
いずれも海を一体的に取り込んでいる建築を、極寒の中
で散策する。オスロ中央図書館（アトリエ・オスロとル
ンドハゲム、2020）、ムンク美術館（フアン・ヘレロス、 
イェンス・リヒター、2021）などを含め、新古典主義の
街並みと共に都市や建築を数日視察し、次の目的地ポー
ランド・ワルシャワへ向かった。
　いくつか会社をやっているが、海関連の会社では、こ
ういった自然の中で偶然遭遇する海洋哺乳類とスイムや
ダイビングなどで戯れる。建築設計の合間のひとときで
海を満喫し、陸に戻ると建築にまた戻る。海の上の建築、
海の中の建築。
　海の中の泡、液体の中の気体。陸の中の滴や孔、気体
の中の液体。建築を考える上で海や泡、滴や孔は切って
も切り離せない。

オルカとホエールが同時に現れ、共に泳ぐことができる世界的にも貴重な体験が
できる奇跡的な海

船内寝室から覗くフィヨルド

ポーラープランジ

船上デッキから見たオーロラ

堀内功太郎（ほりうち こうたろう）

KOTARO HORIUCHI 株式会社　
Founder, CEO, Architect
工学修士、一級建築士、PADIインストラクター、潜水士
2003年 メカノー（オランダ）。2004年 PPAG （オーストリア）。2005-2009年 
ドミニク・ペロー（フランス）。2005年～ KOTAROO ARCHITECTURE（フ
ランス）。2009年～ KOTARO HORIUCHI ARCHITECTURE Inc.（フラ
ンス）。2015年～ KOTARO HORIUCHI（フランス）。2020年～ KOTARO 
HORIUCHI Corp.（東京）。
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鉄筋コンクリートの起源
　鉄筋コンクリート建築は、なぜ生まれたのでしょうか。
もちろん産業革命以後の技術進歩の中で、セメント製造
に関する化学研究が進展したということも重要です。そ
して製鉄技術の進展とともに炭素の含有量が少ない錬鉄
が精製されて引っ張り力を鉄が担うことができるように
なったことも大きいでしょう。しかしそもそも、セメン
ト製造に関する研究が進められたのはなぜなのかと考え
れば、それは古代ローマ建築の材料を再現して利用した
いという欲求が高まっていったからに他なりません。18

世紀末に古代ローマ建築とビザンチン建築への工学技術
的関心が高まったことが、鉄筋コンクリート建築を生み
出したのです。それはどういうことでしょうか。
　今やパリの代表的な観光名所となっているパリのパン
テオン。鉄筋コンクリート建築の起源を辿るとき、この
建築は格別な重要性を持って私たちの前に立ち現れてき
ます。1755年、パリの守護聖人サント=ジュヌヴィエー
ヴに献堂する教会の建築コンクールが開催され、建築家
ジャック・ジェルマン・スフロが選ばれました。のちに
フランス革命期の国民議会によってサント=ジュヌヴィ
エーヴ教会は、フランスの偉人たちを祀る墓所として利
用されることが決まり、パンテオンと名づけられること
になりました。サント=ジュヌヴィエーヴ教会は、ギリ
シャ十字型平面の上部に巨大なドームを戴き、ほぼすべ
て林立する柱だけで架構を支える構造になっていました。
とはいえ建設途中で柱に亀裂が見つかって強度不足が指
摘され、外壁の開口部が塞がれることになってしまった
ため、現在では柱だけの軽快な雰囲気は大分失われて
しまっています。サント=ジュヌヴィエーブ教会は柱の
みによる構築が古代ギリシャ建築の理想を体現しており、
18世紀末における新古典主義建築の傑作だと評されて
きました。
　巨大なドームを柱だけで受けること。それはスフロに
とって、古代ギリシャ建築と古代ローマ建築とを統合す
る建築の理想でした。円柱で構成された古代ギリシャ神
殿は大理石で建設されていましたが、屋根だけは大理石
でスパンをとばすことができませんでした。そのため屋

根は木材で架構されていました。それに対して、古代ロー
マ人たちはドームを発明します。ヴェスビオ火山の噴火
で降り積もった火山灰が雨にあたった後に硬化している
ことを見つけた古代ローマ人たちは、それを建築材料に
利用することを思い立ちます。コンクリート建築のはじ
まりです。彼らは煉瓦や石を型枠に利用してコンクリー
トを打設し、ドームを生み出していきます。石で屋根を
つくれなかったギリシャ人たちの代わりに、古代ローマ
人たちは屋根をコンクリートでつくることに成功したの
です。
　コンクリートでドームをつくると、その重さで大きな
推力がかかります。推力とは、建築の外側に向けて働く
力のことです。古代ローマ人たちはこの推力の処理のた
めに、分厚いコンクリートでできた壁をつくりました。
古代ローマ建築は、ドームを壁で受ける構造でした。の
ちになってコンスタンチノープルに住んでいたギリシャ
人たちは、ドームを柱で受けることができないかと考え
はじめました。そこで彼らは、大きな石や煉瓦の屑がた
くさん詰まった古代ローマ建築のコンクリートの粗骨材
を見直して軽量化を図り、煉瓦と軽量なセメントによっ
てドームをつくりました。そしてそのドームを柱で受け、
推力受けとして外側にお椀型の壁を設けました。ビザン
チン・ペンデンティヴと呼ばれる架構形式です。

石と鉄が出会うとき
̶サント=ジュヌヴィエーヴ教会̶

溶けた石 —鉄筋コンクリート建築の考古学—　第 2 回

サント=ジュヌヴィエーヴ教会正面ファサード�（注2）

連載
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新古典主義とゴシック
　イタリア・ルネサンスの建築家たちも、古代ローマ建
築とビザンチン建築にヒントを得て柱とドームの建築を
生み出してはいました。しかしそこでも壁が多いものば
かりでした。18世紀末にフランスでスフロが取り組もう
としたことは、純粋に柱だけで成立する空間でした。最
終的には外壁が付加されたのでうまくいかなかったこの
取り組みではありますが、内部空間だけを見ればスフロ
の意図は見事に発揮されて実現しています。イタリア・
ルネサンスの建築家たちとスフロの決定的な違いは、ス
フロが中世ゴシック建築を参照していたことです。ゴ
シック建築は、フライング・バットレスという外側から
のつっかえ棒のような部材を付加することによって、巨
大なヴォールト屋根の推力を受けようとしていました。
スフロはエンジニアで建築家でもあったジャン=バティ
スト・ロンドレのサポートを得て、サント=ジュヌヴィ
エーヴ教会で、ゴシック建築のフライング・バットレス
の役割を果たす部材を柱の裏側に隠して、林立する柱だ
けで巨大なドームを保たせようとしました。新古典主義
というと、古代ギリシャから古代ローマ、ルネサンスと
何も変わりばえのしないイメージをもつ人が多いと思い
ます。しかしスフロの新古典主義は、ビザンチン建築の
再解釈とゴシック建築の構造形式の応用によって、柱だ
けの建築をつくろうとする新しいものでした。歴史の中
から新しい建築が生み出されるプロセスをここに垣間見
ることができます。

石と鉄
　スフロは、サント=ジュヌヴィエーヴ教会の設計に携
わるようになる以前から、古代ローマのコンクリートを
フランスで再現できないか検討していました。あわよく
ばサント=ジュヌヴィエーヴ教会のドーム架構をコンク
リートで打設できないかと検討もしていたようです

（注1）

。し

かしそれは実現させることはできませんでした。スフロ
が1780年に死去すると、サント=ジュヌヴィエーヴ教
会の設計はロンドレに引き継がれます。ロンドレは切石
組積の柱による軽快な構造を実現させるために、楣の部
分に鉄筋を縦横に配筋していく方法を考え出しました。
実際にサント=ジュヌヴィエーヴ教会はコンクリートと
いう材料を使用することはありませんでしたが、この切
石組積と鉄筋との出会いは後の鉄筋コンクリート建築を
はるかに予見させるものです。
　ゴシック建築の構造を再解釈し、古代ローマ建築やビ
ザンチン建築に立ち戻って新しい建築を生み出そうとし
たスフロ。この考え方は、19世紀になってネオ・ゴシッ
クと呼ばれる建築家たちを生み出していくことになりま
した。その中に、ヴィオレ=ル=デュクやその弟子のア
ナトール・ド・ボドーがいました。ド・ボドーは、ゴシッ
ク建築の構造を批判的に再解釈し、ビザンチン建築の構
造の利点を再活用しながら、公共建築として世界最初の
鉄筋コンクリート造とも言えるサン=ジャン・ド・モン
マルトル教会を設計することになりました。セメントの
精製技術や鉄の溶鉱炉開発だけが、鉄筋コンクリート建
築を生み出したわけではありませんでした。建築家たち
が新しい建築を追い求めていく中で、古い建築に立ち戻
ることによって見出されていったのが、鉄筋コンクリー
ト建築だったのです。実際に鉄筋コンクリート建築が生
まれる100年以上も前、サント=ジュヌヴィエーヴ教会
の中にその萌芽があったのです。

〈注〉
1：  Robert Gargiani, Concrete from archeology to invention 1700-1769, 

EPFL Press, 2013, p.358.
2：  出典　Jean-Marie Pérouse de Montclos, Jacques-Germain Soufflot, 

Éditions du patrimoine, 2004, p.88.
3：  出典　Jean-Marie Pérouse de Montclos, Jacques-Germain Soufflot, 

Éditions du patrimoine, 2004, p.90.
4：  出典　Jean-Baptiste Rondelet, L’art de batir, vol.2, livre 3, pl.29, 

Avery Architectural and Fine Arts Library.

サント=ジュヌヴィエーヴ教会平面図。ドームを
支える中央四隅の三角形の柱型の上部にフライ
ング・バットレスが隠れて挿入されている。�（注3）

サント=ジュヌヴィエーヴ教会断面図
Archives�nationales�de�France,�
01169443　©︎CMN/�Caroline�Rose

サント=ジュヌヴィエーヴ教会の鉄筋配筋図�（注4）
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会田友朗

Meaningful Garden 〜意味に満ちた庭〜　第 6 回連載

　2007年秋、長野県の御
み

代
よ

田
た

町
まち

、浅間山を望む緩斜面
に一棟の住宅が建った。設計中「新幹線通勤の家」と呼
んだ住宅は、施主が竣工を待たず東京の会社を退職し急
転直下、当地で起業するというドラマを経て完成、「はじ
まりの家」と命名された。移住後、施主は仕事で全国各
地を飛び回りながらも、地域の休耕田の再生や都市と
の交流を意図した「通い稲作塾」等のプロジェクトを立
ち上げた。以来、僕にとって御代田は、現場や田んぼ等、
公私にわたり毎年訪れる縁深い地となって今に至る。
月の神が昇る尾根
　同じ場所に通い続けることで見えてくることがある。
それは、風景が身体化する、という実感だった。北に、
陽光を正面から受けて堂々と座する浅間山。軽井沢から
西へ流れ鋭く大地を刻む（＝田切地形）湯川は、やがて
千曲川へ注ぎ盆地を形成、遠く北アルプスの美しい夕焼
けへ視線を誘う。南は関東山地の襞の肌理が細かい山並
みが迫り、中山道の裏街道に日中も静かに濃い陰を落と
している。このような風景の微妙な差異や表情、距離や
方位、そして時間の変化がもたらす、言わば「場所の感覚」
が、いかに繊細なものか、御代田に教えられた。
　ある年の田植えの日の夕暮れ、神社境内の駐車場で
の宴会（地元の方は「俺たちは限界集落ならぬ宴会集落」
と笑う）で、ふと空を仰ぎ、東側間近の尾根の背後から
昇る美しい満月に息を呑んだ。この尾根こそ、当時、設
計資料として眺めていた明治期の絵に記述のあった「月
の神」だと気づき身震いしたのを覚えている。集落の南
東に位置するこの山裾の稜線から、農繁期に月が昇り、
人々の信仰対象となったのだろう。ちなみに、神社の名
前は「大星神社」である。集落の社

やしろ

と尾根が、銀河と接
続して文字通り小宇宙をつくっている。
風景がつくる建築
　数年前、「月の神」のさらに奥、一筋隣の尾根沿いの土
地を施主と訪れた。襞の奥深い山間の、そこだけぽっか
りと南北に視線の抜けた不思議な平地であった。縄文土
器も出土するエリアだ。緑の濃い夏、人工物は見えず雄
大な浅間だけが切り取られていた。きっと縄文人も同じ
景色を見ていたはずだ。里山の維持管理を担う、民間に

よる新しい拠点の敷地として、これ以上ふさわしい場所
はないと直感した。施主と考えは一致しプロジェクトは
スタート、2022年夏「コードマーク御代田」として竣工
した。昨年の JIA長野建築賞・最優秀賞をはじめ、企画・
運営の取り組み等含め、風土と建築の一体性について各
所で評価いただき、大変光栄である。
　その設計の考えをまとめ1枚の絵を描いた。建物のコ
ンセプトに山や川や田畑が描いてあって驚いた、と感想
を頂戴したが、いつの間にか山河を意識するのが作法と
なっていた。最近は端的に「風景がつくる建築」と説明し
ているが、ここでは誌面の都合上詳細は省くことにする。
　この絵には建築を中心に、川沿いの田んぼや段丘、集落、
月の神の尾根、平尾山を曲がりながら巡る道が描かれて
いる。里山を維持管理するためには何より手入れをする
林道が重要であり、その整備の拠点でもあるから、道を
描くのは当然だった。建築中、新たな林道を地元の方々
が切り拓き、建築へ至るメインのアプローチが変わると
いう事態も発生した（ちなみに素晴らしい建築の導入部
となった）。さらに想像を超える嬉しい驚きもある。同
時期に町内に移住した若い芸術家のアトリエを設計した
のだが、竣工後まもなく、彼は半ばアトリエを飛び出し
チェーンソーを手に山に入り、バックホーで大地を彫刻
するように日々林道をつくっている。僕が絵に描いた
バックホーの操縦者は君だったんだね、と心の中で呟いた。
　このようにすでに多くの変化があり、10年後の風景を
想像することもできないが、この場所の未来が楽しみだ。
まだまだ教わることがたくさんある。

「コードマーク御代田」のコンセプトスケッチ

御代田の月の神
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　私の経験上、瑕疵の存否が争われた建築案件（例えば
雨漏りなどが典型例）では、主に施工者が責任を問われ
ることが多いのですが、案件によっては、施工者ととも
に設計者の設計上の瑕疵についても責任を問われること
があります。
　例えば、私が実際に関与した案件においても、風呂の
床下に水が溜まってしまう事象について、施工者の施工
瑕疵が争われるとともに、設計者についても、およそ漏
水が起きないように設計する義務があった（にもかかわ
らずその義務に違反した）ということを理由として、設
計瑕疵の責任を問われたことがあります。
　設計者に対する責任追及については、施工者への責任
追及に巻き込まれるという側面もあるように思うので、
トラブルを未然に防ぐためにも、今回は、いかなる場合
に設計瑕疵の責任を問われるのかを検討していきます。

設計瑕疵の責任を問われる場合
　ある瑕疵現象が、施工ではなく設計に起因する場合と
しては、設計図書の指示どおりに施工された結果として
瑕疵現象が発生した場合（作為形態）のほか、設計者が
瑕疵現象の発生を防止するために必要な検討を怠り、施
工者に適切な指示を与えなかった場合（不作為形態）も
含まれる、とされています。
　また、雨漏りや漏水について争われた場合、①軒の出
が少ない設計をしたために吹降りの雨水が屋根との取り
合い部分から浸入した場合、②設計図書で指示された開
口部分下部の立上り高さが低かったために大雨の際にバ
ルコニーに溜まった雨水が室内に浸入した場合、③嵌め
殺しの窓にサッシを使用せずガラスを躯体に直接嵌めた
うえで周囲をシーリングする設計をしたところシーリン
グの劣化等により漏水が発生した場合、④雨水に晒され
るバルコニーにつき排水口に向けた水勾配の程度や取り
方を指示しなかったために十分な水勾配がとられず、雨
水排水が滞って漏水が発生した場合などは、設計上の問
題から瑕疵現象が発生しているといえるだろう、とされ
ています。（小久保孝雄・徳岡由美子編著『建築訴訟』青
林書院、350頁）

裁判で争われた例
　続いて、設計の責任を問われた裁判例（あるビルの1

階店舗スペースの区分所有者（原告）が、店舗の上階の
部屋の内装工事の設計ないし施工の不備等により、店舗
部から断続的に漏水および悪臭が発生しているとして、
設計・施工者等を提訴した事案）をご紹介します。
　設計に関する内容として、原告は、自分の所有する1

階店舗の床下にある汚水槽の点検口からの悪臭が発生す
るようになったところ、これは、床下に汚水槽を設置し
たこと自体に問題がある、あるいは、地下の汚水槽と上
階店舗の部屋のトイレとをつなぐ排水勾配が不十分で
あったため、排水溝の臭気が逆流したものであると主張
しました。これに対し、設計・施工者は、①トイレ配管
の勾配や径の大きさをトイレ1か所のみを前提に設計し
ており、その後のトイレの増設により悪臭が発生するよ
うになってもそれは自分の責任ではない、②汚水槽を地
下に設置したことは何ら問題ではない、などと反論しま
した。これに対し、裁判所は、結論として、床下に汚水
槽を設置すること自体が設計上一般に許されていないな
どといった事情を認めることはできない、また、本件に
おいて、配管勾配の不足が原因で悪臭が発生していると
認める証拠もない、かえって、原告が点検口にゴムパッ
キンを設置して以降、同所から悪臭が発生していないこ
と等の事情に鑑みれば、施工後の汚水槽の点検口の整備
不良や、上記誤接続後の清掃不十分等が原因で同所付近
から悪臭が発生した可能性が高い、と判断し、設計に問
題はないとしました。
　上記の裁判例では、結論として設計の責任は否定され
ましたが、悪臭という事象（結果）が生じたことにより、
設計者が紛争に巻き込まれてしまったことはご理解いた
だけるかと思います。

　このようなトラブルを避けるためにも、建築基準法や
各種技術基準に反する点がないから良しとするのではな
く、さらに雨漏りや水漏れ、悪臭などの発生をより防ぎ
やすくするための設計上の工夫はないか、一歩立ち止
まって設計の検討をしていただくと良いでしょう。

設計上の瑕疵について

榎本・藤本・安藤
総合法律事務所
弁護士
安藤　亮

弁 護 士 か ら 見 た 建 築 家「 ト ラ ブ ル を 未 然 に 防 ぐ 」  第 9 回連載
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るのか、ステンレスでつくるのか、無垢が良いかパイプ
が良いか。材料と仕上げを肌で感じることができました。
　その後、寺の仏具をデザインするときに、戸尾さんは
ジョージ・ジェンセンのカフスを外して、「これを形を変
えて拡大しよう」とか、ソファーの写真を持ってきて「こ
れをひっくり返して縮小して照明にしよう」とか言われ
て面食らったこともありましたが、デザインのきっかけ
はいろんなところにある、照明器具をデザインするとき
に他の照明器具を参考にするなという教えと考えました。
樹木を選ぶ時も必ず苗場に足を運び、枝振りを確認して
いました。ある時ヤマボウシを見に行くと素晴らしい紅
葉があり、交換してもらいました。植える場所には大き
すぎると思いましたが、植栽の際にかなりの枝を払いな
がらも、見事に空間に収まりました。戸尾さんにはその
塩梅が予想できていたのだと思います。とにかく自分の
設計した空間を想像の中で歩けるようにスケール感と
シークエンスを押さえることと、同時に現場主義が大切
だと言葉の外で教えてくれたと思います。
　今でもその教えは身から離れることはなく、学生たち
には自分の考えた空間を歩けるようになれと言い、職人
を訪ねて工房で打ち合わせをします。先日も別府に竹細
工の工房を訪ねました。建築家の考えだけではうまく収
まらない世界がそこにあることを実感し、職人と共に考
える貴重な時間です。そして、そこには今回は使わなく
ても、将来のデザインの発想のヒントがたくさん転がっ
ているのです。

　私の学生時代は磯崎新さんが記号論や言語学を用いて
ロジカルな建築をどんどん発表していて、同時に安藤忠
雄さんや伊東豊雄さんたちが小さいけれど新しい建築を
つくり、建築は建築家の価値観に基づき、自立した存在
として展開されていたと思います。そのような中で、『新
建築』で見た「佐渡国小木民俗博物館収蔵庫」という小
さな建築が自分の記憶の中で忘れがたい存在となってい
ました。鉄筋コンクリート造の平屋建ての建築は切妻屋
根を能登瓦で葺いていて、地域の建築と同じ素材でつく
られているのが当時としてはとても新鮮でした。それで
いて外壁の妻面が壁勝ちになっていて、日本の建築では
ないような不思議な印象を感じたのです。それは、ずっ
と取れない棘のような違和感でした。つまりとても気に
なるのだけれど、何が魅力なのか理解できなかったので
す。それで JIAのオープンデスク制度を利用して、設計
者の戸尾任宏さんの事務所・建築研究所アーキヴィジョ
ンに3週間ほどお世話になり、それが縁で就職すること
になりました。
　事務所では昼食とおやつの時間に戸尾さんから聞く話
が楽しみでした。「西澤（文隆）さんと桂離宮に行った時、
西澤さんが池の水深を測っていた。何度も桂を見ている
だろうに今更なぜと思ったが、何度も見ているからこそ
水深を測ったのだと気づいた」という話が印象に残って
います。西澤さんは頭の中に季節の違いがわかるほどに
桂の空間を構築しているのだろうと思いました。戸尾さ
んは独特の色づかいをしましたが、僕らに示す時には古
い絵本から選んでいました。既成のものをあまり信じて
いないのか、自分の尺度があるように僕は感じていまし
た。それは先ほどの西澤さんの話とも共通する印象です。
　横瀬村立資料館のエントランスホールの照明器具を担
当しているときに、ステンレスチューブを空間に浮かせ
て、上下に照明をつけるというアイデアを出したら、銀
座の大井工場（吉村順三さんの暖炉や金物をつくってい
ました）に3日ほど通うことになりました。そこでどの
ようにつくるかを学んで来いというわけです。工場では
金物の制作過程のチェックをする社長にくっついて過ご
しました。それはとても良い経験でした。アルミでつく

温 故 知 新　先達に学ぶ

修業時代のこと

広谷純
よし

弘
ひろ

上：竹細工の工房にて
左：竹編みの天井
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　初めてJIAを訪れたのは2008年、修士2年の秋であった。
アルカジア釜山大会学生ジャンボリーから帰国し、報告
書をしたためて神宮前の本部を訪問した。森田嘉久専務
と事務局の宮下けいこさんに報告を読み上げた時は大変
緊張した。その後、建築家とJIAの未来像について、国際
委員長でいらした国広ジョージさんと森田専務が2時間近
く講義してくださった。一介の学生になんて熱心にお話
ししてくださるのだろうと驚き、感激した。帰り道、森
田専務が「君たち学生にとってJIAはどんな存在？」と質
問された。「雲の上の存在といった感じで、よくわかりま
せん」と答えると「それも悪くないね！」とニコニコされた。
　2018年に米国研修から戻り、アルカジア東京・上海大会
の学生ジャンボリー講師を担当したご縁で、2022年より
国際委員を務めている。国際委員会の活動は多岐に渡り、
JIA建築家大会では、毎年IPF（International Presidents’ 
Forum）を主催、海外の建築家協会会長を招聘しカンファ
レンスを行っている。JIAが加盟する国際機関のUIA・ア
ルカジアへ必要委員の派遣や、さまざまな協力要請への
対応、日本の建築家がアワード／コンペに応募する際に
は橋渡し役としてサポートも行う。ウェビナーやWSも
開催し、日々学ぶことばかりである。昨年、韓国の3大
学から街歩きWSの依頼を受け、渋谷地域会と共催して
好評を博した。今年度上半期は、香港、ドイツ、カルフォ
ルニアの大学から依頼を受け、3度開催した。日本の建築
学生も参加し、若い世代へ国際交流の輪が広がっている。
　JIAと出会い16年、入会7年目、国際委員は3年目に入る。
もし、今一度「君にとってJIAはどんな存在？」と尋ねら
れたら何と答えよう。素晴らしい方々に囲まれて、日々
教えられ、助けられ、楽しく学ばせていただけているこ
とを、とても幸運に思う。今後もJIAの一員として、日
本と海外の建築家と学生たちが、建築の歓びを分かち合
うお手伝いができるよう、精一杯努めていきたい。

温 故 知 新　抱負を語る

JIA mean to you

伊藤友紀

On�the�water
（撮影：藤井浩司／ナカサアンドパートナーズ）

善福寺の家� （撮影：太田拓実）

温 故 知 新　抱負を語る

青柳　創
はじめ

　2006年より18年間、日建設計で設計活動をしてきま
したが、常に設計の素人です。と言うのも、担当するプ
ロジェクトのビルディングタイプが都度異なるため、毎
度一から勉強の繰り返しだからです。ビル、学校、商業、
空港、美術館、研究所など実現に至らないプロジェクト
も含めれば多岐にわたり、慣れてきた頃にはまた次の初
めまして、です。建物規模においても、最小は約700㎡
の戸建て住宅「On the water」から高さ350mの木造超高
層構想「W350 計画」に至るまで実にさまざまで眩暈が
しそうですが、素人ながらも大きいものにも小さいもの
にも、ある程度は対応できる気軽さが自身の持ち味なの
かもしれないと、ふと考えたりします。
　そう言えば、4年ほど前にアトリエを主宰する妻と共
同で設計した自邸「善福寺の家」が建ち、現在もそこに
暮らしています。「On the water」はセカンドハウスでし
たので、常に住まうという意味での戸建て住宅は初めて
のビルディングタイプであり、約90㎡は最小規模の記
録を大きく更新しました。組織で会得した徹底的にロジ
カルな設計アプローチに加え、自邸の設計を通して恥じ
らいもなく情念を希求するような設計アプローチにも手
を出すようになり、ますます収拾がつかなくなっていま
す。しかし、さまざまな領域を横断する何者でもない設
計人生こそが、非常識な発想を生む原動力と信じ、常に
挑戦を続ける素人でありたいと思います。

何者でもなく

街歩きイベント集合写真
（JIA建築家クラブにて）
国際委員会・渋谷地域会
が引率し、日本の学生も
参加。
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活 動 報 告

交流委員会 Bグループ

交流イベントを積極的に企画
̶代表幹事に就任して̶

土を船で運搬し溶岩の上に砂を盛り、手作業にてコースは造成
された。
大島コースの特徴は、自然をそのまま使用したコースレイアウ
トと、当時の川奈ホテル社長が懇親のあった方々と相談して決
めたといわれている各ホールそれぞれに付けられたニックネー
ム。そのメンバーは設計者の大谷光明をはじめ、第52・53・54
代内閣総理大臣になる鳩山一郎や当時の国会議員など、多くの
著名人により命名された。
� （The�Kawana�Story特設サイトより抜粋）

今後の予定
　昨年コロナが「5類感染症」となりましたので、今年
度はさらに活発に活動をする予定です。7月30日㈫には
昨年同様、清澄白河庭園「涼亭」で納涼会を行い、Bグルー
プの皆様と穏やかで楽しいひと時を過ごすことができま
した。蒸し暑かったせいか、ビールがより美味しく感じ
ました。9月6日㈮、7日㈯にはベルビュー南熱海でサロ
ン会議、川奈ゴルフコース大島コースでゴルフコンペを
企画しています。また、12月3日㈫には建物見学会を開
催予定です。
　
　2024年度よりBグループの代表幹事に就任し、早3ヵ
月が経ちます。イベントを企画していく中で、実現させ
るためには多くの方のお力添えがあってこそなのだと実
感する毎日です。Bグループの皆様には今一度、深く御
礼申し上げます。
　今後もアイデアを出し合いながら、活発に活動をして
いきたいと思いますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。

　私たち交流委員会Bグループは、防水材メーカー・塗
料メーカーで構成されており、コロナ禍でも各社協力し
ながらオンラインセミナーや建物見学会等を企画・実施
してきました。毎月の定例会ではオンラインツールを併
用し、対面・非対面のハイブリッド形式にて会議を実施
しています。

2023年度の活動内容
　2023年度は8月に歴史的建造物である清澄白河庭園
「涼亭」で納涼会を開催。12月には国土交通省大臣官房
官庁営繕部計画課 松本企画専門官に講師をお願いし、
Webセミナー「営繕分野におけるインフラ長寿命化の取
組」を熱海でのサロン会議として実施。翌日には川奈ゴ
ルフコース大島コースでゴルフコンペを行いました。ま
た2024年3月にはBグループ主催のセミナーを開催し
ました。

〈開催場所の紹介〉
●清澄白河庭園「涼亭」
池に突き出るようにして建てられた数寄屋造りの建物。1909（明
治42）年に国賓として来日した英国のキッチナー元帥を迎える
ために岩崎家が建てたもの。震災や戦災をまぬがれ今日に至っ
たが、1985（昭和60）年に全面改築工事を行い、現在は集会施
設として利用できる。2005（平成17）年、「東京都選定歴史的建
造物」に指定。� （東京財団法人東京都公園協会サイトより）

●川奈ゴルフコース大島コース
1928（昭和3）年に開場し、現存しているゴルフ場では12番目
に古いゴルフ場。
大島コースを設計したのは、「日本のゴルフの父」と称される著
名なコース設計家�大谷光明。昭和初期に重機はなく、伊東から

交流委員会
Bグループ代表幹事
日新工業
西谷大介

川奈ゴルフコース「大島コース」清澄白河庭園「涼亭」（出典：photoAC）
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交流委員会 Cグループ

建物見学会
̶北九州の産業遺構を訪ねる̶

使用され、その後は鉄鋼研究所等1960年代後半まで活
躍した建物です。当時としてはモダンな建築物で、構造
は赤レンガ組みの2階建、左右対称のデザインで中央に
はドームがあり、天井の梁は洋小屋組構造でクイーンポ
ストトラス型を採用、屋根は和瓦葺、外壁の赤レンガは
イギリス式のレンガ積みとなっています。
　2014年3月の耐震補強工事の後、2018年から2020年9

月に内装復元工事を行い、内部は当時の様子を忠実に再
現しています。資料として残っている約5,300枚のガラ
ス乾板はデジタル化すると数億画素になるそうで、実物
をよく見ると高炉建設に携わった人々の顔形がくっきり
と見て取れるほどです。
TOTOミュージアム
　設計は梓設計、建築は鹿島建設で、2015年に竣工した
S造H型鋼三次元曲面仕上げの建造物。外装はダブルス
キンルーフの衛生陶器を思わせる白い曲面建築です。北
九州の地で、陶製腰掛水洗便器を開発し、それを普及さ
せ生活文化の向上や社会の発展に繋げることを目指した
東洋陶器株式会社（現TOTO㈱）の歴史が紹介されてい
ます。衛生陶器の需要がゼロに近い当時、新規開拓を続
ける一方、衛生陶器に必須な水栓金具の自製化も実現し
た挑戦の歴史は見学者に訴えるものがありました。
料亭「金鍋」での懇親会
　製鉄所見学会の後の懇親会は、120年の歴史を持つ料
亭「金鍋」で実施し、飛び入り参加者も加え賑やかな会
となりました。黒漆喰の重厚な外観が印象的な料亭は、
2004（平成16）年に国の登録有形文化財となっています。

北九州は日本の産業に革新を与えた地
　1901（明治34）年に官営製鉄所として操業を開始した、
日本製鉄九州製鉄所八幡地区の見学会を開催しました。
製鉄所とほぼ時を同じくし、1917年に東洋陶器株式会社
（現TOTO㈱）も北九州市で設立。西洋の技術を導入し、
日本で花を咲かせた挑戦の足跡を辿りました。
製鉄所見学
　日本製鉄九州製鉄所八幡地区にて、戸畑第4高

こう

炉
ろ

～熱
延工場と、官営八幡製鐵所旧本事務所の見学を実施しま
した。所内見学会の後に、製鉄所で大量に使用する水を
確保するために建設された、河内貯水池を見学する機会
もいただきました。
　高炉は製鉄所の主要な設備で、原料の鉄鉱石と石炭
（コークス）を入れ、熱風を吹き込み、鉄鉱石を還元・
溶解させ鉄を取り出します。大型のものは高さ100mを
超え製鉄所のシンボル的存在となっており、大迫力の現
場を間近で見ることができました。熱延ラインは、長方
形のスラブと呼ばれる鉄の塊をおよそ1,200度まで加熱
し、コイル状になるまで薄く引き伸ばしていく工程です。
　見学当日はメンテナンス中であったためビデオ視聴の
後に休止中のラインを歩いて見学しました。旧本事務所
（後述）を経て見学した河内貯水池に架かる「南河内橋」は、
2006年に国の重要文化財（建造物）に指定されています。
日本に唯一現存するレンティキュラー・トラス（レンズ
型トラス）と呼ばれる建築様式でつくられた鋼橋です。
製鉄所発祥の地に建つ世界遺産
　旧本事務所（世界文化遺産）は、“鉄は国家なり”の指
令室として1899年に竣工し、1922年まで事務所として

交流委員会
Cグループ
日本製鉄
知見徹摩

世界文化遺産「官営八幡製鐵所�旧本事務所」の前で日本製鉄九州製鉄所八幡地区を見学
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学生の会 ＠
ジョイント
joint 活動報告

設計課題で描いた矩計図

 学生の会 ＠joint　辻本雄一朗
早稲田大学創造理工学部建築学科 4 年

人の「心理量」を設計に活かす

次世代のタマゴたち

　私は本年度から、田辺新一研究室で建築環境学を専攻し

ています。意匠設計に興味があるのですが、設計課題に取

り組む中で環境の専門知識を用いて設計を行いたいと考え

るようになり、大学で環境の研究をした後に意匠設計の仕

事に携わりたいと思うようになりました。現在は、「温かい

／冷たい」「快／不快」といった人の心理量を気温などの環

境条件から定量的に予測する研究を行っています。生理学

に近い分野であり、建築とあまり関係ないと思うかもしれ

ません。しかし、空調計画やパッシブデザインの検討など、

多くの建築プロセスにおいて心理量は考慮されています。

　従来の建築空間では「不快と感じる人が少ない均質な環

境」が求められてきたのですが、近年は温度むらを肯定的

に捉え、個人が温熱環境を選択するという考え方が広まっ

ています。その中で、私は自己効力感という概念が重要で

あると考えています。自己効力感は「自分ならできる」と

いう感覚に近く、環境分野では窓の開閉などにより自分が

環境を変えられるという状態の認知と許容できる環境条件

に関係があることがわかっています。つまり、自ら環境を

調整可能な状態では快適と感じる範囲が広くなるというこ

とです。この感覚は、自分が空間をカスタマイズすること

で愛着が湧く、人々が使い込むことで公共空間が育つと

いった感覚に近いと思います。環境だけではなく、都市や

建築を考える上で自己効力感という概念はヒントになるの

ではないでしょうか。

第3回まち歩き
「東京サイハッケン」を開催！
̶世田谷に触れる̶

学生の会 ＠joint
東京電機大学大学院
未来科学研究科
建築学専攻 修士 2 年

林　萌絵

　学生の会＠ jointでは、6月30日㈰に新会員の歓迎会を兼

ねたまち歩きイベント「東京サイハッケン」を実施。今回は、

東京・世田谷エリアの建築やまちの魅力に触れながら散策した。

世田谷区立世田谷美術館
　公園緑地の自然の中に開放された本施設は、タイルと正

三角形のトラス状の柱を全体の共通モチーフとして多用し

た設計が特徴的であり、ところどころから差し込む優しい

光がさらに魅力を引き出していた。企画展「民藝MINGEI

―美は美しさのなかにある」では、親しみを感じる民藝の

品々が「衣・食・住」のテーマに沿って展示されていたほか、

今もなお受け継がれている職人たちの手仕事も紹介されて

いた。「美」とはなにか、そして現代のライフスタイルにお

ける「民藝」にまで視野を広げた展示には目を惹かれた。

M2（現・東京メモリードホール）
　隈研吾氏の設計によって 1991年に建てられた建物。中

央に構える巨大な柱は、ギリシャの3大「柱頭装飾」のイ

オニア式を用いており、その外観は圧倒的存在感があり目

を奪われた。現在の隈研吾氏の作風と異なるものの、主軸

は変わらずにある作品を振り返るのも面白い。

東京ジャーミイ・トルコ文化センター
　日本で最大級の礼拝堂を持つモスクの見学ツアーにも参

加し、普段触れることの少ないトルコの文化や宗教建築の

魅力を知る良い機会となった。礼拝堂の中にも入ることが

でき、天井が高く屋根を支える柱のない開放的な空間には

思わず息を呑んだ。

　目的地までの道中で繰り広げられるメンバー 1人ひとり

の設計や建築に対する想いを共有し合う時間は、私自身と

ても刺激を受けた。まだまだ東京には私たちの知らない魅

力が詰まった場所があるだろう。次はどのような建築、そ

してまちを皆で訪れることができるのか、今から楽しみだ。

世田谷区立世田谷美術館 東京ジャーミイ・トルコ文化センターの
礼拝堂



31Bulletin 2024秋号

あ 

と 

が 

き

編集後記編集を終えて＆今年の夏の行事

編集	 ：公益社団法人 日本建築家協会
	 	 関東甲信越支部	広報委員会
委員長	 ：田口知子
副委員長	：関本竜太
委員	 ： 望月厚司・竹内祐一・佐久間達也・大塚浩子・磯野智由・
  小倉直幸・小山光・永峰麻衣子・渡辺猛
編集長	 ： 関本竜太
副編集長	：佐久間達也・小倉直幸
編集ワーキングメンバー： 広報委員＋市村宏文・中澤克秀・会田友朗・

野村月咲・伊藤綾香・知見徹摩・立石博巳
編集・制作：南風舎

■	定価	300円+税／会員の購読料は会費に含まれています。

Bulletin	301　2024		秋号
発行日：令和6年9月15日
発行人：大西摩弥
発行所：公益社団法人 日本建築家協会　関東甲信越支部
〒 150-0001 東京都渋谷区神宮前 2-3-18 JIA館
Tel： 03-3408-8291㈹　Fax： 03-3408-8294
印刷：株式会社 ココラボ

■JIA関東甲信越支部関連サイト一覧
 ・（公社）日本建築家協会（JIA）　 https://www.jia.or.jp/
 ・ JIA関東甲信越支部　 https://www.jia-kanto.org/

©公益社団法人 日本建築家協会 関東甲信越支部 2024

■小さな庭のある新居での生活を開始。まだまだ暑いですし、ガーデニ
ングで涼を考えようかな。（小倉）
■秋号は担当委員が特集をまとめるという試みの第一弾。読み応えのあ
る多様な記事が揃いました。佐久間さんお疲れさまでした！（関本）
■晩夏、めぐりの森に訪れる機会を、叔母がさいごにつくってくれました。
（大塚）
■新事務所にキッチンを広めにつくったので、キッチン用品を揃えてお
いしいものを作りたいです。（小山）
■あまりにも暑い夏、蓄熱冷房が我が家にあることをパリの選手村の冷
房システムで思い出し、10年ぶりに動かしたら、価値のあることに気が
つきました。（中澤）
■交流委員会メンバーと訪れた北九州は近代工業都市としての発展のみ
ならず、著名な文学者を輩出する文芸土壌でもありました。（知見）

■今年の夏は JIAの全国支部長会議に理事として初参加。徳島の阿波踊
りを踊ってきました。狂喜乱舞の四国の夏を満喫しました。（田口）
■わが家の暑さ対策。日除けにすだれを吊り下げます。（竹内）
■中原さんに「ミュージアムデザイナー」と名付けたのは、私だったかと
（笑）。（渡辺）
■自宅のポリカの庇は明るいもので…。この夏はTEIJIN遮熱レースカー
テンに替えて、遮熱効果率33％を体感しています。（永峰）
■特集では多様な執筆者の方々にそれぞれの哲学を披露していただき、
感銘を受けました。（佐久間）
■パートナーズアイにここ最近は参加するようにしているので、カタロ
グからは読み取れない開発の背景を聞けるのは楽しい。（望月）

支部総務委員会からのお知らせ 

　これまで、支部役員選出時の広報や選挙、支部総会
の招集は、文書での郵送・発送のみを認めていました。
発送を依頼していたヤマト運輸が日本郵政と業務提携
した影響により、ヤマトダイレクトメール便のサービ
スが令和6年1月をもって終了し、代替のサービスで
は選挙公報が信書と判断され、今まで行っていたよ
うに『JIA MAGAZINE』に同

どう

梱
こん

することが不可となり
ました。よって、選挙公報は単独での「郵送」となり、
関東甲信越支部の正会員全てに「郵送」する手間と費
用（選挙1回あたり約30万円）がかかります。これら
費用と手間の削減のため、「郵送」のみではなく、「SNS

やメール等の電磁的方法」を活用することを2024年
度支部総会で議案とし、承認されました。

　2024年度は文書での「郵送」に加えて、「メール等の

電磁的方法」で発信します。2025年度以降は、基本的
に「メール等での電磁的方法」のみに移行しますので、
ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　なお、会員の皆様に電子メールが確実に届くよう、

電子メールアドレスの変更は必ず事務局までご連絡い

ただきますようご協力をお願いいたします。

2024年度総会議案書より抜粋
Ⅰ．支部役員選出規約改正の件

Ⅱ．支部規約改定の件

公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部役員選出規約

公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部規約

項目・条 公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部役員選出規約

第1章 総則
（選挙の方法）
第3条

選挙とは、第4条に定める立候補者を正会員の直接投票によって選
ぶ制度を言う。
2.  前項の投票は、選挙人無記名による通信制 削除 郵送又は電磁
的方法によるもの  追加 とする。

3.  立候補者が定数と同数又は定数に満たないときは、全員選出
されたものとする。

4.  前項の立候補者が定数に満たないときの取り扱いについては、
選挙管理委員会で定める。

第3章 役員の選挙
（広報）
第7条

選挙の広報は、支部正会員に対して、支部会報等掲載又は電磁的
方法 追加 によって次のような順序で行われる。
第1回　選挙の告示、第8条に定める立候補の届け出に関すること、
選挙管理委員会に関すること（細則含む）の発表。
第2回　立候補者の抱負並びに推薦理由を掲載した立候補者名簿、
投票開始日、投票終了日及び投票に関する注意書、投票用紙を同
封して 削除 郵送又は電磁的方法とし 追加 支部正会員に配布又は
配信。追加

項目・条 関東甲信越支部規約

略
（支部総会）
第9条

　この支部の通常支部総会は、毎年1回、事業年度終了後2ヶ月以
内に支部長が招集する。
2.  支部総会の招集は、少なくとも開催日の7日前までに、その会
議の日時、場所、及び付議する事項を示し、文書又は電磁的
方法 追加 でこれを正会員及び準会員のうち専門会員、シニア
会員に通知しなければならない。

3以降略 

支部役員選出時の広報や選挙、支部総会の招集は、2025年度以降「メール等の電磁的方法」で行います
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